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亡
命
ロ
シ
ア
人
が
見
た
近
代
日
本 

 
は
じ
め
に 

二
〇
〇
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
現
代
歌
人
岡
井
隆
の
『
ネ
フ
ス
キ
イ
』
と
い
う
歌
集
に
は
、
大
正
時
代
に

日
本
で
活
躍
し
た
ロ
シ
ア
の
東
洋
学
者
・
民
俗
学
者
の
ニ
コ
ラ
イ
・
ネ
フ
ス
キ
イ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

ニ
コ
ラ
イ
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ
・
ネ
フ
ス
キ
イ
（
愛
称
コ
ー
リ
ア
）
の
民
俗
学
の
論
文

「
月
と
不
死
」
を
よ
み
て
さ
ま
ざ
ま
に
心
遊
べ
る
歌
二
十
三
首 

あ
は
せ
て
、
シ
ベ
リ
ヤ
に
て
死
に
し
、
N
・
ネ
フ
ス
キ
イ
の
霊
に
捧
げ
る 

 

N
・
ネ
フ
ス
キ
イ
。
二
〇
世
紀
に
生
き
て
死
ん
だ
東
洋
学
者
。
流
暢
な
日
本
語
で
文
を
書
き
、
柳
田

國
男
か
ら
「
美
文
す
ぎ
る
」
と
か
ら
か
は
れ
た
。
た
と
へ
ば
、「
満
月
の
夜
流
れ
入
る
憂
鬱
な
考
へ
に

閉
ざ
さ
れ
人
類
永
久
の
悲
劇
で
あ
る
死
を
思
ひ
、
明
る
い
月
の
光
、
姿
に
こ
の
解
釈
を
求
め
よ
う
と

努
め
る
。
」
な
ど
と
書
い
た
コ
ー
リ
ア
。
「
毎
月
月
が
大
空
か
ら
姿
を
消
し
て
三
日
経
て
再
び
現
れ
て
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来
る
現
象
は
死
者
が
こ
の
間
に
復
活
す
る
思
想
を
生
ぜ
し
め
た
。
種
々
の
民
族
は
月
の
斑
点
も
同
じ

く
不
死
の
思
想
と
何
ら
か
の
関
係
を
有
す
る
も
の
と
考
へ
た
。
ロ
シ
ア
正
教
の
教
会
に
育
っ
た
コ
ー

リ
ア
は
、
イ
エ
ス
の
三
日
の
復
活
の
神
話
を
月
の
不
死
と
結
び
つ
け
よ
う
と
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
一 

 さ
ら
に
、
感
動
的
な
歌
に
は
、
ネ
フ
ス
キ
イ
の
名
前
と
イ
メ
ー
ジ
が
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

月
は
人
の
う
し
ろ
を
照
ら
し
、
太
陽
は
前
を
照
ら
す
と
人
は
言
ひ
し
を 

 

な
ぜ
昔
の
在
日
ロ
シ
ア
人
の
イ
メ
ー
ジ
が
現
代
歌
人
の
歌
集
に
現
れ
た
の
か
、
少
し
驚
き
ま
し
た
が
、

こ
こ
に
も
近
代
日
本
文
化
と
ロ
シ
ア
人
の
関
係
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
気
づ
き
ま
し
た
。
両
国
の

間
に
あ
る
文
化
と
歴
史
に
つ
い
て
、
様
々
な
観
点
か
ら
考
察
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

最
初
に
、
個
人
的
な
こ
と
か
ら
お
話
し
し
ま
す
。
近
代
短
歌
、
特
に
与
謝
野
鉄
幹
や
晶
子
の
歌
と
出
会

っ
た
き
っ
か
け
は
、
一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
八
月
に
京
都
市
の
代
表
団
が
晶
子
の
詩
碑
の
建
設
と
文
学

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
た
め
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
を
訪
問
し
た
こ
と
で
し
た
。
そ
の
詩
碑
は
、
お
そ
ら
く

                                        

         

 
 

研
究
に
関
係
す
る
人
物
の
略
歴
に
つ
い
て
は
文
末
参
照
の
こ
と
。 
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日
本
詩
人
の
ロ
シ
ア
に
お
け
る
唯
一
の
記
念
碑
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
ま
た
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
住

民
た
ち
に
と
っ
て
は
日
本
文
化
の
権
化
で
あ
る
と
も
言
え
ま
す
が
、
私
が
近
代
歌
人
の
作
品
に
夢
中
に
な

り
、
与
謝
野
鉄
幹
・
晶
子
の
歌
集
、
論
文
、
翻
訳
等
に
関
す
る
研
究
活
動
を
行
う
出
発
点
と
な
り
ま
し
た
。

二
〇
〇
四
年
に
は
、
偶
然
に
も
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
市
の
一
番
大
き
な
ア
ル
セ
ー
ニ
エ
フ
郷
土
史
博
物
館
で
、

与
謝
野
晶
子
と
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
出
身
で
あ
る
ア
マ
チ
ュ
ア
詩
人
、
ヴ
ェ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
マ
ト
ヴ
ェ
ー

エ
フ
に
関
す
る
重
要
な
資
料
が
見
つ
か
り
ま
し
た
の
で
、
私
の
研
究
生
活
も
ま
た
少
し
変
化
し
ま
し
た
。

近
代
歌
人
と
ロ
シ
ア
詩
人
の
間
に
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
っ
た
の
か
、
な
ぜ
ロ
シ
ア
人
が
日
本
文
化
に
憧

れ
て
い
た
か
、
こ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
、
自
分
の
専
門
分
野
か
ら
離
れ
て
、
今
年
一
年
、
国
際
日
本

文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
で
「
ロ
シ
ア
亡
命
人
と
近
代
日
本
」
と
い
う
研
究
を
し
て
お
り
ま
す
。 

も
う
一
つ
別
の
方
面
か
ら
日
露
文
化
関
係
に
つ
い
て
考
え
た
な
ら
、
直
截
な
関
係
が
見
つ
か
る
の
で
は

な
い
か
、
確
か
め
て
お
き
た
い
の
で
す
。
特
に
、
ロ
シ
ア
と
い
う
国
は
、
日
本
と
領
土
を
接
し
て
い
る
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
唯
一
の
国
家
で
す
。
日
本
に
一
番
近
い
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
は
一
番
近

い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
町
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
町
と
ロ
シ
ア
極
東
の
地
理
・
歴
史
・
経
済
・
文
化
が
、

日
本
や
ア
ジ
ア
太
平
洋
領
域
、
ま
た
は
全
世
界
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
に
つ
い
て
は
、
大
き
な

研
究
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
未
発
見
の
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。 
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ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
名
前
、
地
理
と
歴
史
に
つ
い
て
一
言 

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
は
歴
史
上
、
ロ
シ
ア
語
以
外
に
、「
浦
塩
」
、「
浦
潮
」（
日
本
語
）
、「
海
鼠
湾
」（
中

国
語
）
の
よ
う
な
名
称
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
、V

ladivostok

、
ま
た
は
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク

と
い
う
ロ
シ
ア
語
の
地
名
（
「
東
方
を
占
領
せ
よ
」
と
い
う
意
味
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
名
前
に
は
オ

リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
現
象
が
隠
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
は

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
と
関
係
が
あ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
日
本
と
の
接
触
が
目
に
つ
き
ま
す
。
「
一
八
九
一
年
に
シ

ベ
リ
ア
鉄
道
が
起
工
さ
れ
て
多
数
の
出
稼
ぎ
労
働
者
が
日
本
か
ら
工
事
の
請
負
と
し
て
ロ
シ
ア
に
渡
り
ま

す
。
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
建
設
に
は
特
に
長
崎
を
中
心
と
す
る
九
州
か
ら
の
人
た
ち
が
多
く
働
い
て
お
り
ま

す
。
当
時
、
長
崎
と
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
間
に
航
路
が
あ
っ
た
の
で
特
に
長
崎
の
人
達
が
多
か
っ
た
の
で

す
。
そ
の
後
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
に
は
西
本
願
寺
が
で
き
ま
す
。
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
を
中
心
に
大
田

覚
眠
と
言
う
西
本
願
寺
の
お
坊
さ
ん
が
布
教
師
と
し
て
活
躍
し
ま
す
」
二

。
経
済
的
、
社
会
的
な
点
か
ら

推
測
す
る
と
、
こ
の
町
の
最
盛
期
は
二
〇
世
紀
の
初
め
で
し
た
。「
一
九
〇
二
年
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ー
ク
と

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
間
で
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
ウ
ス
リ
ー
鉄
道
が
開
通
し
、
さ
ら
に
満
州
里
か
ら
ハ
ル
ピ

ン
を
経
由
し
て
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
に
達
す
る
中
東
鉄
道
も
完
成
す
る
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
と
、
交
通

の
拠
点
と
し
て
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ー
ク
の
地
位
は
格
段
に
重
要
な
も
の
に
な
り
ま
す
。
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ー
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ク
は
ロ
シ
ア
人
の
み
な
ら
ず
、
中
国
人
、
朝
鮮
人
、
日
本
人
な
ど
が
活
躍
す
る
東
北
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国

際
都
市
に
な
り
ま
し
た
。
一
八
九
九
年
に
日
本
も
含
む
ア
ジ
ア
諸
国
に
関
す
る
教
育
拠
点
と
し
て
東
洋
学

院
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
」
三

、
と
い
う
歴
史
的
な
変
化
も
あ
り
ま
し
た
。
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
お
か
げ
で
、

一
九
〇
七
年
に
は
、
日
本
政
府
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
交
通
航
路
と
国
際
貿
易
の
要
と
し
て
、
横
浜
、
神
戸
、

関
門
（
下
関
・
門
司
）
に
敦
賀
を
加
え
た
四
つ
の
港
を
国
営
と
し
ま
す
。
敦
賀
は
日
本
か
ら
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ク
を
経
由
し
て
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
に
乗
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
向
か
う
メ
イ
ン
ル
ー
ト
の
出
発
地
と
な
り
ま

し
た
。
藤
本
和
貴
夫
は
次
の
通
り
説
明
し
て
い
ま
す
。 

 

当
時
、
敦
賀
か
ら
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ー
ク
間
に
は
週
三
便
の
連
絡
船
が
あ
っ
て
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ー

ク
で
そ
れ
ぞ
れ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
行
き
の
急
行
列
車
と
連
結
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
一
九
一
二
年
（
明

治
四
四
年
）
に
東
京
か
ら
敦
賀
へ
の
直
通
の
寝
台
列
車
が
出
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
夜
に
東

京
を
出
発
し
て
朝
に
敦
賀
港
に
つ
く
と
、
そ
の
ま
ま
乗
船
し
船
中
二
泊
で
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
に
着

い
て
、
そ
こ
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で
行
く
と
い
う
ル
ー
ト
が
確
立
し
ま
す
。
こ
れ
は

当
時
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
最
短
で
最
速
の
ル
ー
ト
で
、
敦
賀
か
ら
モ
ス
ク
ワ
ま
で
一
二
～
一
三
日
、

ベ
ル
リ
ン
ま
で
一
四
～
一
五
日
、
パ
リ
ま
で
は
一
五
～
一
六
日
と
い
う
短
期
間
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
結

ん
で
い
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
ス
エ
ズ
運
河
を
ま
わ
っ
て
行
く
と
い
う
の
が
一
般
的
で
、
時
間
も
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運
賃
も
倍
以
上
か
か
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
た
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
日
本
に
帰
国
す
る
人
は
ま
ず

敦
賀
に
降
り
る
こ
と
に
な
り
、
最
初
の
声
明
は
敦
賀
新
聞
に
載
る
と
い
う
時
代
が
続
き
ま
す
。
四 

 与
謝
野
晶
子
は
一
九
一
二
年
五
月
に
こ
の
旅
に
出
て
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
、
満
州
、
シ
ベ
リ
ア
を
経
て
、

パ
リ
へ
と
辿
っ
て
い
ま
す
。 

二
〇
一
〇
年
ま
で
極
東
国
立
総
合
大
学
、
現
在
は
極
東
連
邦
大
学
の
母
体
で
あ
る
旧
東
洋
学
院
は
、
ロ

シ
ア
に
お
け
る
最
初
の
公
的
な
日
本
研
究
機
関
で
し
た
。
こ
の
学
院
、
そ
し
て
大
学
の
歴
史
に
つ
い
て
は

様
々
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
興
味
深
い
情
報
が
A
・
デ
ィ
ボ
フ
ス
キ
ー
の
論
文
に
見
ら
れ
ま
す
五

。

時
代
の
要
望
に
応
え
る
た
め
、
帝
国
ロ
シ
ア
の
極
東
で
は
経
済
的
な
発
展
と
共
に
、
教
育
的
な
構
造
改
革

が
実
行
さ
れ
ま
し
た
。
東
洋
学
院
で
は
、
ロ
シ
ア
の
大
学
に
お
け
る
日
本
語
教
育
の
最
初
の
基
礎
が
築
か

れ
、
ユ
ニ
ー
ク
な
日
本
語
教
育
シ
ス
テ
ム
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
文
学
の
研
究
は
、
E
・
ス
パ
ル
ヴ

ィ
ン
教
授
と
東
洋
学
院
の
卒
業
生
で
あ
っ
た
V
・
メ
ン
ド
リ
ン
の
協
力
に
よ
り
著
し
く
進
み
ま
し
た
。 

東
洋
学
院
の
教
員
の
中
で
は
、
日
本
学
科
の
ス
パ
ル
ヴ
ィ
ン
教
授
に
よ
っ
て
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
実
行
に

移
さ
れ
ま
し
た
。
彼
は
革
命
下
で
も
東
洋
学
院
を
守
り
、
一
九
二
五
年
に
は
、
ロ
シ
ア
大
使
館
の
文
化
担

当
ア
タ
ッ
シ
ェ
と
し
て
来
日
し
、
一
九
三
〇
年
ま
で
大
使
館
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
一
九
三
三
年

に
亡
く
な
る
ま
で
、
満
州
鉄
道
の
ソ
連
の
代
表
を
務
め
ま
し
た
。 
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彼
は
学
生
時
代
か
ら
詩
に
関
心
を
持
ち
、
『
日
本
の
詩
に
お
け
る
日
露
戦
争
の
反
映
』
を
執
筆
し
て
い

ま
す
。
一
九
三
一
年
に
は
回
想
録
、
日
記
、
随
筆
、
論
文
な
ど
を
収
録
し
た
著
書
『
横
目
で
見
た
日
本
』

を
日
本
語
で
刊
行
し
ま
し
た
。
ス
パ
ル
ヴ
ィ
ン
自
身
が
、
日
露
戦
争
以
前
に
日
本
に
留
学
し
て
い
た
時
の

印
象
を
記
録
し
て
い
ま
す
。
同
書
で
、
こ
の
ロ
シ
ア
の
東
洋
学
者
は
、
日
本
の
短
歌
に
つ
い
て
も
メ
モ
を

残
し
ま
し
た
。 

 

日
本
に
於
け
る
短
歌
は
個
人
の
要
求
で
あ
り
、
環
境
に
対
す
る
自
己
の
関
係
を
表
白
す
る
形
式
で

あ
る
。
外
界
と
の
関
係
は
、
観
察
と
思
想
の
練
習
に
よ
っ
て
達
せ
ら
れ
る
。
故
に
こ
の
見
地
か
ら
云

へ
ば
、
凡
て
日
本
人
は
詩
人
で
あ
る
。
短
歌
は
思
想
と
感
情
と
の
規
律
を
外
的
に
表
現
し
た
も
の
で

あ
っ
て
、
そ
れ
が
一
般
的
標
準
の
上
に
達
し
な
い
限
り
は
、
社
会
的
文
学
的
意
義
を
も
た
な
い
。
短

歌
の
創
作
に
取
る
こ
と
は
、
一
首
の
宗
教
的
就
業
を
意
味
す
る
。
か
う
い
ふ
方
面
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

の
理
解
し
え
な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
し
て
文
学
的
価
値
を
も
つ
凡
て
の
短
歌
は
か
う
い
ふ
基
礎
に
な

る
の
で
あ
る
か
ら
、
短
歌
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
と
っ
て
は
、
一
方
か
ら
は
あ
ま
り
に
原
始
的
に
見
え
、

他
方
で
は
あ
ま
り
に
高
く
彼
等
の
理
解
を
超
越
し
て
い
る
。
六 

 こ
の
よ
う
な
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
と
っ
て
伝
統
的
な
ジ
ャ
ン
ル
は
わ
か
り
に
く
い
と
い
う
態
度
は
、
ロ
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シ
ア
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
批
判
で
は
な
い
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ま
た
あ
ら
た
め
て
考

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

さ
て
、
東
洋
学
院
の
歴
史
へ
戻
る
と
、
日
本
文
学
を
専
攻
し
て
い
た
E
・
ス
パ
ル
ヴ
ィ
ン
教
授
の
弟
子
、

V
・
メ
ン
ド
リ
ン
の
作
品
が
日
本
文
学
の
翻
訳
史
に
大
き
な
貢
献
を
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
一
言
だ
け
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
A
・
デ
ィ
ボ
フ
ス
キ
ー
の
論
文
で
は
、
「
メ
ン
ド
リ
ン
は
日
本
語
の
口
語
文

法
を
始
め
、
文
語
、
漢
文
、
候
文
、
日
本
文
学
を
研
究
し
た
。
特
に
日
本
の
歴
史
、
文
学
、
言
語
学
の
学

術
用
語
を
注
意
深
く
学
び
、
人
文
科
学
用
語
の
露
訳
に
努
め
た
。
前
述
の
『
候
文
・
日
本
書
簡
文
体
分
析
』

の
中
で
、
メ
ン
ド
リ
ン
は
日
本
の
書
き
言
葉
の
歴
史
、
候
文
の
文
体
や
文
法
に
つ
い
て
解
説
し
、
そ
の
語

彙
的
、
形
態
論
的
、
統
合
論
的
特
殊
性
を
解
明
し
て
、
候
文
と
漢
文
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
た
。
こ
の
ほ

か
V
・
M
・
メ
ン
ド
リ
ン
は
、
漢
文
で
書
か
れ
た
頼
山
陽
の
『
日
本
外
史
』
二
二
巻
中
六
巻
を
露
訳
し
て

い
る
」
七

、
と
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
が
、
V
・
メ
ン
ド
リ
ン
は
、
そ
の
他
、
ロ
シ
ア
語
の
翻
訳
史
上
初

め
て
巌
谷
小
波
（
筆
名
、
漣

さ
ざ
な
み

山
人

さ

ん

じ

ん

）
の
『
日
本
お
伽
噺
』
を
日
本
語
か
ら
直
接
翻
訳
し
た
り
、
W
・ 

ア

ス
ト
ン
の
『
日
本
文
学
史
』
に
あ
っ
た
松
尾
芭
蕉
の
俳
句
を
百
句
ほ
ど
英
語
か
ら
翻
訳
し
た
り
し
ま
し
た
。 

第
一
次
世
界
大
戦
後
、
文
化
交
流
は
も
っ
と
高
い
レ
ベ
ル
ま
で
上
が
っ
て
行
き
ま
す
。
島
村
抱
月
や
松

井
須
磨
子
ら
の
芸
術
座
が
ト
ル
ス
ト
イ
の
「
復
活
」
を
上
演
し
、
そ
の
中
で
歌
わ
れ
た
「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ

の
歌
」
が
日
本
で
流
行
し
ま
し
た
。
一
九
一
五
年
に
は
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
「
そ
の
前
夜
」
の
上
演
で
、「
ゴ
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ン
ド
ラ
の
唄
」
が
流
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
八

。
藤
本
和
貴
夫
に
よ
る
と
、「
一
九
一
七
年
の
二
月
革
命

は
日
本
で
は
共
感
を
持
っ
て
迎
え
ら
れ
ま
す
け
れ
ど
、
十
月
革
命
に
つ
い
て
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
行
方
が

良
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
」
九

、
等
の
考
え
方
が
あ
り
ま
し
た
。 

当
時
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で
『
浦
潮
日
報
』
と
い
う
日
本
語
の
新
聞
を
出
ま
し
た
し
、
こ
の
新
聞
と
街
で

活
動
し
た
在
留
邦
人
の
お
か
げ
で
日
露
関
係
は
よ
り
深
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
る
市
民
た
ち
が
、
ウ
ラ
ジ

オ
ス
ト
ク
に
済
ん
で
い
た
日
本
人
と
仲
良
く
な
っ
て
、
日
本
文
化
に
直
接
に
慣
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も

強
調
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

ロ
シ
ア
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
と
は
？ 

日
本
へ
の
あ
こ
が
れ
か
、
日
本
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
か
、
ロ
シ
ア
風
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
と
も
い
う
べ
き
現

象
が
「
銀
の
時
代
」
と
い
う
時
期
に
生
ま
れ
た
と
言
え
ま
す
。
来
日
す
る
前
に
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
に
関
す

る
E
・
ベ
リ
ア
エ
バ
（B

elyaeva, E
.

）
の
論
文
を
拝
読
し
ま
し
た
。
そ
の
若
い
研
究
者
は
ロ
シ
ア
風
の

ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
発
展
と
を
結
び
つ
け
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。 

 

一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
年
代
は
、
ロ
シ
ア
文
化
史
に
お
い
て
「
銀
の
時
代
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
で
は
プ
ー
シ
キ
ン
、
レ
ー
ル
モ
ン
ト
フ
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
、
ト
ル
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ス
ト
イ
が
登
場
し
た
一
九
世
紀
を
「
金
の
時
代
」
、
そ
れ
に
対
し
、
一
九
世
紀
後
半
よ
り
二
〇
世
紀

に
か
け
て
の
時
代
、
ア
フ
マ
ー
ト
ワ
、
マ
ン
デ
リ
シ
ュ
タ
ー
ム
、
ツ
ヴ
ェ
タ
ー
エ
ワ
、
ブ
リ
ュ
ー
ソ

フ
、
バ
リ
モ
ン
ト
た
ち
が
活
躍
し
た
時
代
が
「
銀
の
時
代
」
で
あ
る
。
当
時
の
ロ
シ
ア
で
は
日
本
の

新
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
生
ま
れ
、
ロ
シ
ア
の
人
気
作
家
や
初
期
の
詩
人
が
著
し
た
詩
・
随
筆
・
模
写
の

中
で
は
、
日
本
は
理
想
郷
と
し
て
描
出
さ
れ
て
い
た
。
江
戸
後
期
、
明
治
初
期
の
き
わ
め
て
装
飾
的

な
作
品
等
が
一
八
六
七
年
の
パ
リ
万
国
展
博
覧
会
に
お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
紹
介
さ
れ
、
「
日
本
風

の
も
の
」
が
流
行
し
、
美
術
、
工
芸
、
建
築
に
影
響
を
与
え
た
。
日
露
戦
争
の
後
も
文
化
交
流
は
続

き
、
ロ
シ
ア
で
は
日
本
の
文
化
、
特
に
文
学
へ
の
関
心
が
広
が
っ
た
。
当
時
の
ロ
シ
ア
の
人
気
の
あ

る
雑
誌
は
、
日
本
の
昔
話
や
詩
、
伝
説
等
が
翻
訳
さ
れ
、
掲
載
さ
れ
た
。 

一
九
〇
四
年
に
ア
ス
ト
ン
の
『
日
本
文
学
史
』
と
い
う
価
値
の
高
い
本
が
出
版
さ
れ
た
。
一
九
〇

八
年
に
は
雑
誌
『
極
光
』
に
G
・
ラ
チ
ン
ス
キ
イ
の
論
文
「
日
本
の
詩
」
が
掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
論

文
は
後
に
本
の
形
で
出
版
さ
れ
た
。
一
九
一
三
年
に
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
は
日
本
の
文
学
者
山
口
茂
一

が
二
年
前
に
行
な
っ
た
講
義
の
内
容
も
出
版
さ
れ
た
。
（
中
略
）
ロ
シ
ア
・
オ
リ
エ
ン
タ
ル
協
会
、

日
露
協
会
、
東
洋
学
協
会
、
ロ
シ
ア
考
古
学
協
会
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
大
学
な
ど
で
は
日

本
の
研
究
が
真
剣
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

一
九
一
七
年
の
ロ
シ
ア
革
命
以
前
に
お
け
る
日
本
文
学
の
受
容
に
つ
い
て
は
和
歌
が
そ
の
中
心
に
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あ
る
。
こ
の
和
歌
の
受
容
は
ロ
シ
ア
固
有
の
出
来
事
で
は
な
く
、
世
界
的
な
日
本
文
化
紹
介
と
い
う

流
れ
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の
中
で
起
き
た
現
象
で
あ
る
。
西
欧
か
ら
ロ
シ
ア
へ
流
れ
込
ん
で
き
た
日
本

文
学
、
と
り
わ
け
和
歌
へ
の
関
心
の
源
に
は
、
翻
訳
に
携
わ
っ
た
欧
米
の
外
国
人
学
者
た
ち
の
仕
事

が
あ
り
、
英
訳
、
仏
訳
、
独
訳
さ
れ
た
日
本
文
学
の
作
品
を
ロ
シ
ア
語
に
重
訳
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、

ロ
シ
ア
に
お
け
る
日
本
文
学
の
受
容
が
は
じ
ま
っ
た
。
一
〇 

 

 

右
の
引
用
文
に
は
、
興
味
深
い
点
が
一
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
ロ
シ
ア
の
文
人
た
ち
が
日
本
の
伝
統

的
な
詩
で
あ
る
和
歌
だ
け
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
も
、
中
国
の
短
詩
や
日
本
の

俳
句
の
ユ
ニ
ッ
ト
で
あ
る
漢
字
に
あ
こ
が
れ
て
い
た
ア
ー
ネ
ス
ト
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
（E

rn
est F

ran
cisco 

F
en

ollosa

）
や
、
エ
ズ
ラ
・
パ
ウ
ン
ド
（E

zra P
ou

n
d

）
の
よ
う
な
西
欧
の
詩
人
た
ち
と
は
違
っ
た
関

心
で
し
た
。
エ
ズ
ラ
・
パ
ウ
ン
ド
は
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
詩
論
に
つ
い
て
、
「
東
洋
と
西
洋

の
芸
術
の
相
似
点
を
考
え
、
ま
た
、
両
者
を
比
較
す
る
こ
と
に
没
頭
し
た
。
」
一
一

、
と
い
う
言
葉
を
残
し

て
い
ま
す
。
漢
字
を
中
心
と
し
て
考
察
さ
れ
て
い
た
詩
論
な
ど
の
よ
う
な
深
い
作
品
は
、
帝
国
ロ
シ
ア
の

雑
誌
に
は
現
れ
て
い
な
い
と
言
う
べ
き
で
す
。
ロ
シ
ア
風
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
は
、
浅
薄
で
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク

な
イ
メ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
S
・
エ
リ
セ
ー
エ
フ
（
一
八
八
九
～
一
九
七
五
）
、
N
・
コ
ン
ラ
ッ

ド
（
一
八
九
一
～
一
九
七
一
）
、
N
・
ネ
フ
ス
キ
イ
等
の
よ
う
な
優
れ
た
日
本
学
者
た
ち
が
日
本
へ
の
留
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学
を
果
し
、
独
自
の
仕
事
を
開
始
す
る
以
前
、
二
〇
世
紀
の
ロ
シ
ア
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
日
本
文
学
は
知
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

象
徴
主
義
詩
人
V
・
ブ
リ
ュ
ー
ソ
フ
と
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
バ
リ
モ
ン
ト
は
、
ロ
シ
ア
で
初
め
て
専
門

的
に
日
本
の
詩
を
翻
訳
し
た
人
た
ち
で
す
。
特
に
、
バ
リ
モ
ン
ト
は
日
本
を
愛
し
、
詩
を
捧
げ
、
日
本
語

に
で
き
な
く
と
も
、
詩
を
翻
訳
す
る
こ
と
に
尽
力
し
ま
し
た
。
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
出
版
さ
れ
た
山
口
茂
一

の
ロ
シ
ア
語
に
よ
る
著
作
『
日
本
詩
歌
の
印
象
主
義
』
に
深
い
関
心
を
持
ち
、
日
本
の
詩
歌
を
研
究
し
て

い
ま
す
。
バ
リ
モ
ン
ト
は
無
類
の
旅
行
家
で
あ
り
、
多
言
語
使
用
者
で
あ
り
、
翻
訳
家
で
あ
る
と
同
時
に
、

詩
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

Ｋ
・
バ
リ
モ
ン
ト
と
日
本
、
日
本
文
学 

ロ
シ
ア
亡
命
人
の
中
で
、
バ
リ
モ
ン
ト
の
初
来
日
は
一
九
一
六
年
で
し
た
。
当
時
、
日
本
で
は
す
で
に

ロ
シ
ア
の
文
学
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
特
に
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
と
ト
ル
ス
ト
イ
の
作
品
は
、

昇
曙
夢
と
尾
瀬
敬
止
の
翻
訳
の
お
か
げ
で
人
気
に
な
り
ま
し
た
し
、
二
葉
亭
四
迷
が
翻
訳
し
た
ツ
ル
ゲ
ー

ネ
フ
の
『
あ
い
び
き
』
は
近
代
小
説
の
新
境
地
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
言
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ベ

リ
ァ
エ
バ
の
論
文
に
戻
る
と
、
「
そ
れ
は
バ
リ
モ
ン
ト
に
と
っ
て
は
驚
き
で
あ
っ
た
。
当
時
の
日
露
文
化

交
流
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
日
本
人
が
主
と
し
て
ロ
シ
ア
の
小
説
を
は
じ
め
と
し
て
文
学
全
般
を
良
く
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知
っ
て
い
る
の
に
、
ロ
シ
ア
人
は
日
本
の
詩
し
か
知
ら
な
か
っ
た
点
が
あ
る
。
」
一
二

、
と
い
う
事
情
が
あ

り
ま
し
た
。
バ
リ
モ
ン
ト
が
自
ら
日
本
の
詩
を
翻
訳
す
る
際
に
は
、
山
口
茂
一
の
日
本
詩
の
ロ
シ
ア
語
訳

と
コ
メ
ン
ト
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
。
で
は
、
山
口
茂
一
と
い
う
翻
訳
家
兼
ロ
シ
ア
文
学
専
門
家
と
は
ど

の
よ
う
な
人
物
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
、
日
露
文
化
交
流
の
歴
史
に
お
い
て
未
だ
曖
昧
な
一
ペ

ー
ジ
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
亡
命
ロ
シ
ア
詩
人
で
作
家
の
V
・
ヤ
ン
コ
フ
ス
カ
ヤ
の
回
想

文
に
よ
る
と
、
山
口
茂
一
は
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
出
身
で
、
あ
る
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
文
学
者
と
の
繋
が

り
も
あ
り
ま
す
。 

バ
リ
モ
ン
ト
は
日
本
を
好
き
に
な
り
、
熱
心
に
日
本
語
を
勉
強
し
、
日
本
の
詩
の
翻
訳
を
始
め
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
に
戻
っ
て
か
ら
、
幾
つ
か
の
印
象
記
を
新
聞
に
発
表
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
日
本
が
理
想
的

な
パ
ラ
ダ
イ
ス
で
あ
り
、
「
美
そ
の
も
の
」
で
あ
る
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
ま
し
た
。
特
に
、
彼
は

日
本
の
女
性
た
ち
に
関
心
を
抱
き
ま
し
た
。
そ
し
て
多
く
の
日
本
風
の
俳
句
、
短
歌
を
作
り
ま
し
た
。
日

本
の
短
歌
と
俳
句
に
は
季
語

き

ご

が
あ
り
、
季
節
感
を
大
切
に
す
る
の
で
、
ロ
シ
ア
語
に
は
翻
訳
し
難
い
面
が

あ
り
ま
す
が
、
バ
リ
モ
ン
ト
は
よ
く
日
本
の
詩
の
心
と
リ
ズ
ム
を
感
じ
と
り
、
上
手
に
そ
の
雰
囲
気
を
伝

え
ま
し
た
。
一
九
一
六
～
一
七
年
に
か
け
て
バ
リ
モ
ン
ト
は
た
く
さ
ん
の
短
歌
と
俳
句
を
翻
訳
し
た
り
、

自
分
で
作
っ
た
り
し
て
、
ロ
シ
ア
人
に
日
本
の
詩
、
文
学
、
文
化
を
伝
え
る
こ
と
で
活
躍
し
ま
し
た
。 
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Я
п
он
и
я, Н

и
п
п
он

, Н
и
хон

,  

О
сн
ова С

ол
н
ц
а, К

орен
ь С

вета, 

П
ри
м
и

 от русского п
оэта 

Е
го струн

ы
 п
евучи

й
 звон

. 

 日
本
へ 

日
本

ヤ
ポ
ー
ニ
ヤ

、
ニ
ッ
ポ
ン
、
ニ
ホ
ン 

太
陽
の
根
帯

ね

、
光
の
根
帯

ね
 

受
け
よ
、
ロ
シ
ア
詩
人
か
ら 

歌
の
ひ
ゞ
き
を
。 

 

私
は
お
ん
身
の
青
空
を
愛
す
る
。 

さ
く
ら
の
花
が
開
く
と 

夏
の
や
う
に
春
が
輝
く
。 

す
べ
て
は
彫
物
の
ご
と
く
、
飾
り
あ
る
夢
の
ご
と
く
。 
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日
本
人
が
手
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
は
、 

す
べ
て
が
労
働
の
愛
と 

美
し
い
姿
を
有も

っ
て
い
る
。 

 
太
陽
は
お
前
を
祝
福
し
た
。 

そ
の
美
し
い
處
女

を

と

め

を 

私
は
死
ぬ
ま
で
歌
ふ
で
あ
ら
う
。
一
三 

 

バ
リ
モ
ン
ト
は
「
魔
女
の
創
作
」
と
い
う
エ
ッ
セ
ー
で
、
「
ロ
シ
ア
語
で
短
歌
を
訳
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
例
え
ば
、
こ
の
雪
印
と
い
う
形
を
ど
の
よ
う
に
写
し
た
ら
い
い
だ
ろ
う
。
雪
印
は
す
ぐ
溶
け
て
、
で

き
た
滴
は
も
う
雪
印
で
は
な
く
て
、
少
し
似
て
い
る
ふ
わ
ふ
わ
し
て
い
る
雪
片
も
雪
印
で
は
な
い
」
と
独

白
し
て
い
ま
す
一
四

。 

 完
成
さ
れ
た
国 

日
本
に
は
菊
の
花
が
輝
く
、 

夜
空

よ

ぞ

ら

に
星
が
熱
い
抱
擁
だ
が 
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切
腹
す
る
唇
は
啞
だ
。
― 

 

す
べ
て
の
丘
は
、
テ
オ
レ
ム
の
ご
と
く 

分
た
れ―

野
に
は
小
川
が
せ
ゝ
ら
ぎ
、 

絵
が
あ
り
―
光
の
洪
水

お

ほ

み

づ

は 

は
が
ね

．
．
．
の
兜
を
も
黄
金
の
や
う
に
見
せ
る
。 

 

日
本
に
は
、
太
陽
の
根
帯

ね

に
は
、 

光
が
自
然
と
か
け
は
な
れ 

思
想
と
心
と
に
服
従
す
る
や
う
―
。 

 

私
は
夢
を
見
た
、
そ
の
人
間
は
み
ん
な
詩
人
で 

あ
ひ
ゞ
き
の
瞬
間
は
歌
っ
て
る
や
う
、 

い
く
ら
熱
し
て
も
―
悔
悟

く

ひ

は
な
い
。
一
五 
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最
後
に
、
興
奮
し
た
ロ
シ
ア
の
詩
人
は
、
『
日
本
を
歌
え
る
』
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
日
本
の
美
意
識

に
つ
い
て
書
い
て
い
ま
す
。 

 
日
本
の
詩
に
は
、
五
行
の
短
歌
に
し
て
も
三
行
の
俳
句
に
し
て
も
、
そ
こ
に
日
本
と
い
ふ
も
の
の
特

色
が
含
ま
れ
て
い
る
。
（
中
略
）
そ
れ
を
日
本
の
詩
か
ら
奪
ふ
こ
と
は
誰
に
も
で
き
な
い
一
六 

 Ｄ
・ 

ブ
ル
リ
ュ
ー
ク
の
活
動
と
日
本
美
術 

ダ
ヴ
ィ
ト
・
ブ
ル
リ
ュ
ー
ク
と
い
う
ロ
シ
ア
の
詩
人
・
画
家
は
、
一
九
一
八
年
に
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
マ

ヤ
コ
フ
ス
キ
ー
、
ヴ
ァ
シ
ー
リ
ー
・
カ
メ
ン
ス
キ
ー
と
と
も
に
『
未
来
派
新
聞
（
未
来
主
義
者
新
聞
）
』

を
一
号
の
み
刊
行
。
一
九
一
七
年
ま
で
ウ
ラ
ル
地
方
に
居
住
し
て
い
ま
し
た
が
、
ロ
シ
ア
革
命
の
勃
発
に

伴
い
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
転
居
し
ま
し
た
。
こ
の
時
代
と
未
来
派
の
活
動
は
、
井
関
正
照
に
よ
っ
て
次

の
よ
う
に
描
写
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

二
〇
年
代
に
な
る
と
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
新
し
い
文
化
施
設
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
「
ビ
・
バ
・
ボ
」

と
い
う
名
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
演
劇
施
設
で
文
学
者
や
画
家
た
ち
が
活
発
に
活
動
を
拡
げ
約
二
年
間
存

続
し
ま
し
た
。
「
ビ
・
バ
・
ボ
」
は
一
種
の
キ
ャ
バ
レ
ー
、
芸
術
キ
ャ
バ
レ
ー
だ
っ
た
が
、
地
元
民



18 

に
よ
く
知
ら
れ
た
画
家
や
文
学
者
、
芸
人
た
ち
が
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
、D

avid

ブ
ル
リ
ュ
ー
ク
も

も
ち
ろ
ん
そ
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
、
最
も
華
々
し
い
時
期
に
い
た
。
彼
は
新
年
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ン
メ
ン
ト
の
司
会
を
務
め
た
り
し
て
い
ま
す
。
一
九
二
〇
年
の
二
月
に
ブ
ル
リ
ュ
ー
ク
は
舞
台
装
置

を
創
作
し
た
画
家
パ
リ
モ
フ
と
共
に
「
ビ
・
バ
・
ボ
」
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。
一
七 

 

ブ
ル
リ
ュ
ー
ク
が
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で
発
表
し
た
文
章
で
は
、
大
き
な
関
心
が
日
本
に
払
わ
れ
て
い
ま

す
。
亡
命
の
最
終
目
的
地
が
ア
メ
リ
カ
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
ロ
シ
ア
未
来
主
義
を
始
め
る
に
当
た
っ
て
、

ロ
シ
ア
自
体
の
伝
統
や
東
洋
に
関
す
る
興
味
を
か
な
り
大
き
な
基
盤
と
し
て
い
る
以
上
、
極
東
ロ
シ
ア
な

か
ん
ず
く
日
露
戦
争
で
自
国
を
負
か
し
た
日
本
と
い
う
国
へ
の
関
心
は
相
当
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で
書
か
れ
た
最
後
の
論
文
「
美
的
日
本
の
特
徴
」
の
中
に
興
味
深
い

表
現
が
あ
り
ま
す
。 

 

日
本
は
ロ
シ
ア
の
隣
国
で
あ
り
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
か
ら
船
で
一
日
半
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
我
が
国
の
社
会
は
こ
の
国
の
文
化
生
活
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
。
（
中
略
）

日
本
は
、
美
術
に
つ
い
て
は
世
界
で
最
も
特
徴
的
な
国
で
あ
る
。
誰
も
が
絵
画
芸
術
に
深
い
知
識
を

持
ち
、
貴
族
か
ら
平
民
に
至
る
ま
で
す
べ
て
の
人
々
が
造
形
芸
術
に
対
し
審
美
眼
と
愛
情
を
持
っ
て
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い
る
。
絵
画
は
生
活
に
最
も
欠
か
せ
な
い
物
な
の
で
あ
る
。
日
本
で
は
芸
術
は
生
活
に
属
す
る
物
な

の
で
、
「
芸
術
に
び
っ
く
り
さ
せ
ら
れ
る
者
な
ど
お
ら
ず
」
、
芸
術
は
理
解
さ
れ
愛
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
人
々
は
日
常
的
な
あ
り
ふ
れ
た
も
の
と
し
て
芸
術
に
接
し
て
い
る
の
だ
。
日
本
で
は
、
芸

術
は
、
大
多
数
の
者
た
ち
に
と
っ
て
職
人
枝
で
あ
り
優
美
な
家
具
で
あ
る
。
一
八 

 

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で
は
D
・
ブ
ル
リ
ュ
ー
ク
は
「
創
造
」
と
い
う
文
芸
グ
ル
ー
プ
に
入
り
、
こ
の
グ
ル

ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
町
の
中
で
大
騒
ぎ
を
起
こ
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
参
加
し
た
り
し
ま
し

た
。
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
一
月
に
、
「
極
東
の
未
来
主
義
者
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
（
署
名
は
、
N
・

ア
セ
エ
フ
、
V
・
パ
リ
モ
フ
、
D
・
ブ
ル
リ
ュ
ー
ク
、
フ
ァ
イ
ン
、
ゴ
ン
チ
ャ
ー
ル
）
を
新
聞
『
境
に
て
』

（“D
alyokaya okrain

a”)

に
投
稿
。
こ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
は
、
「
全
人
民
の 

偉
大
な 

終
り
な
き 

未
来
の
芸
術 

栄
光
あ
れ
！
」
と
い
う
革
命
的
な
宣
言
が
聞
か
れ
ま
し
た
。V

en
edikt

マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
フ

（
著
名M

art

、
ロ
シ
ア
語
で
「
三
月
」
と
い
う
意
味
）
な
ど
の
若
い
天
才
た
ち
が
グ
ル
ー
プ
に
加
盟
し

ま
し
た
が
、
中
心
に
い
た
D
・
ブ
ル
リ
ュ
ー
ク
自
身
は
一
九
二
〇
年
の
春
に
日
本
へ
出
立
し
、
日
本
滞
在

後
は
ア
メ
リ
カ
へ
移
住
し
て
、
亡
命
人
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
彼
の
活
動
と
作
品
は
、
最
初
の
亡
命

人
バ
リ
モ
ン
ト
と
は
非
常
に
異
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
滞
在
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
手
短
に
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。 
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「
ブ
ル
リ
ュ
ー
ク
と
画
家
の
V
・
パ
リ
モ
フ
は
一
九
二
〇
年
一
〇
月
一
日
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
よ
り

御
用
船
筑
前
丸
で
敦
賀
に
来
日
。
二
人
は
富
士
山
の
写
生
を
希
望
し
、
さ
っ
そ
く
電
車
で
沼
津
へ
向

か
う
」
（
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
一
九
二
〇
年
同
月
二
日
よ
り
）
。
一
九
二
〇
年
一
〇
月
一
四
日
～
三

〇
日
に
、
東
京
、
京
橋
区
南
天
馬
町
星
製
薬
三
階
の
会
場
で
「
日
本
に
於
け
る
最
初
の
ロ
シ
ア
画
展

覧
会
」
が
行
わ
れ
た
。
会
期
中
、
有
島
生
馬
、
竹
久
夢
二
、
東
郷
青
児
、
岡
本
一
平
、
岸
田
劉
生
ら

が
来
場
し
た
。
一
一
月
一
日
、
ブ
ル
リ
ュ
ー
ク
と
V
・
パ
リ
モ
フ
は
伊
豆
大
島
へ
向
か
う
。
元
村
の

ミ
ラ
イ
ヤ
と
い
う
旅
館
に
寄
宿
。
V
・
パ
リ
モ
フ
の
奥
さ
ん
が
一
三
日
に
大
阪
に
到
着
し
、
大
阪
の

曾
根
崎
に
住
む
N
・
マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
フ
宅
に
止
宿
し
た
。
一
六
日
、
ブ
ル
リ
ュ
ー
ク
と
V
・
パ
リ
モ

フ
夫
妻
、
大
阪
毎
日
新
聞
本
社
を
訪
れ
、
二
二
～
二
九
日
、
大
阪
の
三
越
呉
服
店
で
「
日
本
に
於
け

る
最
初
の
ロ
シ
ア
画
展
覧
会
」
開
催
。
一
二
月
五
～
一
一
日
、
ブ
ル
リ
ュ
ー
ク
と
V
・
パ
リ
モ
フ
は

京
都
、
高
島
屋
呉
服
店
三
階
で
、
「
日
本
に
於
け
る
最
初
の
ロ
シ
ア
画
展
覧
会
」
開
催
。
大
成
功
、

全
部
の
展
示
品
か
ら
五
点
が
売
れ
る
。
同
月
一
〇
～
一
六
日
、
未
来
派
美
術
協
会
が
大
阪
ホ
テ
ル
で

開
催
。
一
六
日
、
ブ
ル
リ
ュ
ー
ク
ら
京
都
を
出
発
し
、
横
浜
に
到
着
。
一
八
日
午
後
、
み
ん
な
（
P
・

フ
ィ
ア
ラ
夫
妻
と
と
も
に
）
小
笠
原
の
母
島
へ
向
け
て
出
航
。
一
九
二
一
年
三
月
五
日
、
ブ
ル
リ
ュ

ー
ク
と
V
・
パ
リ
モ
フ
が
横
浜
に
戻
る
。
四
月
一
日
～
二
四
日
、
東
京
の
上
野
、
竹
之
台
で
個
人
的

な
展
覧
会
を
開
催
。
四
月
二
九
日
～
五
月
一
日
に
ブ
ル
リ
ュ
ー
ク
と
P
・
フ
ィ
ア
ラ
が
横
浜
に
戻
る
。
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八
月
一
八
日
、
ブ
ル
リ
ュ
ー
ク
と
V
・
パ
リ
モ
フ
家
は
横
浜
を
出
発
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
向
か
う
。
一
九 

 
一
九
二
〇
年
に
来
日
し
た
画
家
・
詩
人
、
ま
た
は
「
未
来
派
の
父
」
、
こ
の
活
発
な
D
・
ブ
ル
リ
ュ
ー

ク
は
、
東
京
・
名
古
屋
・
大
阪
・
京
都
で
行
わ
れ
た
未
来
派
の
展
覧
会
の
お
か
げ
で
あ
る
程
度
の
成
功
を

得
ま
す
が
、
来
日
後
、
日
本
美
術
の
実
態
に
が
っ
か
り
し
て
か
ら
は
、
美
術
の
状
況
を
批
判
し
、
日
本
画

壇
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
日
本
の
未
来
派
も
即
座
に
応
答
し
て
い
ま
す
。 

 

我
が
国
に
於
い
て
は
、
こ
の
絵
画
さ
へ
も
今
迄
に
、
発
表
さ
れ
た
る
作
品
は
非
常
に
少
な
く
、
其
れ

の
発
表
機
関
た
る
展
覧
会
も
無
く
、
辛
う
じ
て
、
二
科
会
の
二
三
氏
に
依
っ
て
、
作
品
の
発
表
が
あ

っ
た
の
み
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
其
れ
は
あ
ま
り
に
幼
稚
に
し
て
、
未
来
派
及
立
体
派
と
し
て
至

立
体
至
純
な
も
の
と
は
あ
っ
た
の
み
で
あ
る
。
欧
州
の
そ
れ
の
写
真
或
い
は
原
色
版
程
度
の
形
姿
的

衝
動
に
依
っ
た
模
倣
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
二
〇 

 

一
九
二
三
年
に
こ
の
未
来
派
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
、
日
本
の
画
家
た
ち
に
大
き
い
影
響
を
与
え
た
と
言
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

D
・
ブ
ル
リ
ュ
ー
ク
は
、
「
大
島
」
「
富
士
登
山
」
と
い
う
紀
行
文
に
日
本
の
印
象
を
書
き
ま
し
た
。
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「
未
来
派
の
父
」
で
あ
っ
た
ロ
シ
ア
・
ア
バ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
画
家
・
詩
人
が
ど
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
た

か
、
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
実
は
、
ブ
ル
リ
ュ
ー
ク
の
心
身
に
沁
み
た
印
象
的
な
も
の
の
一
つ

は
富
士
山
で
し
た
。 

 
暖
か
な
気
候
の
日
本
に
は
下
界
か
ら
見
上
げ
る
富
士
山
が
暦
と
も
な
り
、
季
節
や
天
候
、
時
間
ま
で

判
断
で
き
る
の
で
あ
る
。
富
士
山
が
青
く
聳
え
、
そ
の
緑
に
二
、
三
の
残
雪
が
輝
い
て
見
え
る
と
き
、

そ
れ
は
熱
い
夏
で
あ
り
、
山
頂
に
登
る
こ
と
が
で
き
る
。「
明
日
は
フ
ジ
ヤ
マ
に
登
ろ
う
！
」
と
思
わ

ず
呼
び
た
く
な
る
季
節
だ
。
逆
に
、
や
や
緑
が
か
っ
た
澄
ん
だ
空
に
銀
の
衣
を
ま
と
っ
た
山
頂
が
く

っ
き
り
と
浮
か
ぶ
と
き
、
そ
れ
は
冬
が
近
い
こ
と
を
示
し
、
紙
幣
の
建
具
を
と
お
し
て
冷
た
い
風
が

吹
き
込
み
、「
ム
ス
メ
」
達
の
手
が
凍
っ
て
青
く
な
り
、
小
さ
な
庭
に
つ
く
ら
れ
た
金
魚
池
に
牡
丹
雪

が
美
し
く
舞
う
季
節
の
訪
れ
を
告
げ
て
い
る
。
二
一 

 

な
ぜ
、
富
士
山
が
未
来
派
の
父
を
興
奮
さ
せ
た
の
か
。
答
え
は
、
次
の
通
り
で
す
。
キ
ュ
ー
ビ
ズ
ム
と

い
う
立
体
未
来
派
の
代
表
者
で
あ
っ
た
D
・
ブ
ル
リ
ュ
ー
ク
は
日
本
の
風
景
に
拘
ら
な
い
ま
ま
、
富
士
山

の
円
錐
台
に
夢
中
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
革
命
前
の
作
品
も
幾
何
学
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。 

例
え
ば
、
表
①
の
詩
は
、
均
整
の
と
れ
た
形
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 
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П
ры
гнули первы

е кубы
 

С
 окон бегущ

их домов 

Ж
ел
езн

ы
х кон

ей
 

рез 

Ч
е- 

че, 

рез- 

годов 

догов 

У
 

Л
и
ц
а 

л
и
ц
а. 

У
 

プ
ル
イ
グ
ヌ
リ 

ペ
ー
ル
ヴ
ィ
エ 
ク
ー
ブ
ィ 

ス 

オ
コ
ン 

ベ
グ
ー
シ
チ 
フ
ド
モ
フ 

ジ
ェ
レ
ー
ズ
ヌ
イ
フ 
コ
ネ
イ 

レ
ズ 

チ
ェ 

チ
ェ 

レ
ズ 

ゴ
ド
フ 

ド
ゴ
フ 

ウ
ー 

リ
ツ
ァ 

リ
ツ
ァ 

ウ
ー 

水野忠夫訳、『ロシア・アバンギャルド』P.58-59

表① D.ブルリュークの「幾何学的な」作品より
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ブ
ル
リ
ュ
ー
ク
の
日
本
滞
在
に
関
す
る
ロ
シ
ア
側
の
資
料
は
非
常
に
少
な
い
で
す
が
、
最
近
の
研
究
発 

表
の
た
め
ア
メ
リ
カ
の
孫
さ
ん
や
、M

ary B
u

rkyu
k-H

olt

の
努
力
に
よ
っ
て
発
掘
さ
れ
た
資
料
に
よ
り
、

彼
の
絵
・
詩
等
を
通
し
た
日
本
の
印
象
が
分
か
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
一
九
二
五
年
に
ア
メ
リ

カ
に
来
て
い
た
親
友
で
あ
っ
た
V
・
マ
ヤ
コ
フ
ス
キ
ー
と
の
対
話
の
中
に
日
本
の
回
想
が
浮
か
び
上
が
り

ま
す
。 

 

場
所
：
ブ
ル
リ
ュ
ー
ク
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
自
宅 

と
き
：
一
九
二
五
年
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
滞
在
時
、
V
・
マ
ヤ
コ
フ
ス
キ
ー
は
ブ
ル
リ
ュ
ー
ク
に
会
っ
た
。

彼
ら
は
、
ブ
ル
リ
ュ
ー
ク
の
ア
パ
ー
ト
の
中
に
並
べ
ら
れ
た
絵
と
ス
ケ
ッ
チ
の
前
で
話
し
て
い
る
。 

 

マ
ヤ
コ
フ
ス
キ
ー
：
う
ん
、
面
白
い
な
。
（
マ
ヤ
コ
フ
ス
キ
ー
は
日
本
を
描
い
た
色
彩
も
内
容
も
様
々
な

ス
ケ
ッ
チ
の
前
で
し
ゃ
が
ん
で
い
た
。
）
あ
ち
ら
は
空
気
と
葉
の
色
が
違
う
ね
。 

ブ
ル
リ
ュ
ー
ク
：
夏
は
霧
と
小
雨
が
多
く
て
、
す
べ
て
が
勢
い
よ
く
育
つ
。
お
寺
に
続
く
灰
色
の
石
段
、

杉
で
造
ら
れ
た
お
寺
と
海
の
塩
分
で
汚
れ
た
茶
色
の
屋
根
、
熱
帯
の
松
の
や
わ
ら
か
な
葉･

･
･

、
他
も

                                        

         

 
 

本
対
話
の
み
は
、
籾
内
裕
子
の
協
力
の
お
か
げ
で
訳
さ
れ
た
。 
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す
べ
て
違
っ
て
い
る
。
肌
の
色
、
服
装
、
習
慣
、
生
活
の
形
、
墨
で
描
く
伝
統
的
な
美
術
、
温
か
い

お
酒
を
飲
む
こ
と
も
、
す
べ
て
だ
よ
。
二
二

（
中
略
） 

ブ
ル
リ
ュ
ー
ク
：
中
国
文
字
が
あ
ま
り
に
難
し
い
か
ら
、
過
去
の
文
化
に
は
手
も
足
も
出
な
い
よ
。
現
在
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
私
た
ち
は
、
表
面
を
な
ぞ
っ
て
い
る
だ
け
だ
。
表
面
に
は
外
来
の
影
響
、
外
国
か

ら
受
け
た
ば
か
り
で
ま
だ
日
本
に
定
着
し
て
い
な
い
影
響
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
か
ら
ね
。 

マ
ヤ
コ
フ
ス
キ
ー
：
鉄
道
は
す
ぐ
海
沿
い
を
通
っ
て
い
る
ん
だ
ね
。 

ブ
ル
リ
ュ
ー
ク
：
須
磨
海
岸
に
は
何
代
も
続
く
漁
師
の
家
々
が
あ
っ
て
、
そ
の
間
を
狭
い
小
路
が
通
っ
て

い
る
。
千
年
も
前
に
、
こ
の
人
た
ち
の
祖
先
が
海
岸
の
駅
近
く
に
魚
の
神
様
を
祀
る
お
寺
を
建
て
た

ん
だ
。
こ
の
あ
た
り
で
お
祈
り
を
し
て
い
る
人
々
を
見
た
こ
と
は
な
い
け
ど
、
た
く
さ
ん
の
船
が
ま

る
で
祈
り
を
さ
さ
げ
る
よ
う
に
船
首
を
お
寺
に
向
け
て
い
る
よ
。
二
三 

 

こ
の
親
し
い
会
話
は
、
日
本
・
東
洋
文
化
に
対
す
る
敬
意
、
好
奇
心
に
満
ち
た
態
度
を
示
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
フ
た
ち
と
日
本
文
学 

日
本
と
の
絆
は
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
未
来
主
義
者
、
D
・
ブ
ル
リ
ュ
ー
ク
の
同
志
で
あ
っ
たV

en
edikt
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マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
フ
と
彼
の
家
族
も
強
か
っ
た
で
す
。
家
長
、
ニ
コ
ラ
イ
・
P
・
マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
フ
。
同
時

代
人
に
と
っ
て
は
、
ニ
コ
ラ
イ
・
ア
ム
ー
ル
ス
キ
ー
（N

ikolay A
m

u
rskiy

）
の
筆
名
の
方
が
よ
り
有
名

で
す
。
日
本
で
生
ま
れ
た
ロ
シ
ア
人
で
あ
る
彼
に
と
っ
て
は
、
日
本
が
も
う
一
つ
の
母
国
で
し
た
。
専
門

的
な
教
育
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
フ
は
、
そ
れ
を
別
に
し
て
も
様
々
な
分
野
で
活
躍
し
、

自
分
の
印
刷
所
で
い
ろ
い
ろ
な
雑
誌
、
新
聞
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
出
版
し
ま
し
た
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、

編
集
者
、
記
者
の
仕
事
を
す
る
と
同
時
に
、
他
の
作
家
を
支
援
し
て
い
ま
し
た
。
亡
命
時
代
に
も
、
在
日

ロ
シ
ア
人
の
文
芸
誌
に
寄
稿
し
た
り
、
編
集
者
を
務
め
た
り
し
ま
し
た
。 

マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
フ
は
自
分
で
も
詩
や
小
品
等
を
作
っ
た
り
、
日
本
の
伝
統
的
な
ジ
ャ
ン
ル
を
ロ
シ
ア
語

に
翻
訳
し
た
り
し
ま
し
た
。
翻
訳
さ
れ
た
短
歌
は
、
大
中
臣
能
宣

お
お
な
か
と
み
の
よ
し
の
ぶ

（
平
安
時
代
の
歌
人
）
、
文
屋
康
秀

ふ

ん

や

の

や

す

ひ

で

、
寂
連

じ
ゃ
く
れ
ん

法
師
（
平
安
鎌
倉
時
代
の
歌
人
）
等
の
作
品
で
し
た
が
、
ニ
コ
ラ
イ
・
マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
フ
の
直
訳
で
は
な

く
て
、
英
語
か
ら
翻
訳
し
た
も
の
で
し
た
。
こ
れ
は
ロ
シ
ア
語
のБ

ун
ъ
я н

о А
сухи

дэ, A
su

h
ide

で
わ

か
っ
て
い
ま
す
二
四

。 

郷
土
史
に
関
心
を
持
っ
た
マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
フ
は
、
一
九
一
〇
年
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
開
基
五
〇
周
年
に

向
け
て
、『
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
市
小
史
』
を
書
き
、
出
版
し
ま
し
た
。
九
〇
年
後
に
再
版
さ
れ
た
こ
の
『
小

史
』
は
、
今
日
で
も
大
変
興
味
深
く
読
ま
れ
て
い
ま
す
。 

一
九
一
七
年
、
マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
フ
は
、
極
東
最
初
の
社
会
・
政
治
及
び
文
学
・
芸
術
雑
誌
『
極
東
の
自
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然
と
人
々
』
を
創
刊
し
、
そ
れ
は
一
九
一
九
年
ま
で
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
聞
『
境
に
て
』（”D

alyokaya 

O
krain

a”

、
）
も
編
集
し
て
い
ま
し
た
が
、
マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
フ
自
身
は
、
反
革
命
的
な
政
治
活
動
が
難
し

い
状
況
の
中
で
秘
密
警
察
の
監
視
下
に
お
か
れ
ま
し
た
の
で
、
迫
害
を
恐
れ
て
、
家
族
四
人
と
と
も
に
日

本
へ
脱
出
し
ま
し
た
。
ほ
ん
の
し
ば
ら
く
の
間
と
思
わ
れ
た
ロ
シ
ア
か
ら
の
脱
出
が
、
実
際
に
は
ロ
シ
ア

と
の
永
遠
の
別
れ
と
な
り
ま
し
た
。 

マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
フ
の
子
供
と
孫
は
皆
、
詩
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
（
表
②
参
照
）
。

マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
フ
の
息
子
た
ち
は
、
地
域
の
文
化
の
た
め
に
そ
れ
な
り
の
貢
献
を
し
ま
し
た
。
長
男
ゾ
ー

チ
ク
（Z

otik

）
は
東
洋
学
学
院
を
卒
業
し
、
ス
パ
ル
ヴ
ィ
ン
教
授
の
下
で
大
学
の
図
書
・
資
料
を
収
集
し
、

書
誌
学
に
精
通
し
た
文
学
研
究
者
で
し
た
。
次
男
で
、
ニ
コ
ラ
イ
・
マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
フ
＝
ボ
ー
ド
ル
ィ
イ

（N
ikolay M

atveev-B
odryi

）
の
筆
名
で
知
ら
れ
る
ニ
コ
ラ
イ
は
郷
土
史
家
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
な

り
ま
し
た
（
彼
の
個
人
資
料
の
中
に
は
、
マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
フ
家
の
書
類
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
）
。
ヴ
ェ
ネ

デ
ィ
ク
ト
（V

en
edikt; 

筆
名M

art

、
三
月
と
い
う
意
味
）
は
、
十
一
冊
の
詩
集
を
出
版
。
ヴ
ェ
ネ
デ
ィ

ク
ト
、
ゾ
ー
チ
ク
、
次
女Z

oya

は
三
人
と
も
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
に
日
本
の
ス
パ
イ
と
し
て
逮
捕
さ
れ
、

銃
殺
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
フ
家
の
そ
の
次
の
代
に
お
い
て
も
、
詩
才
は
絶
え
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
六
〇
年
代
に
は
、
N
・
マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
フ
＝
ボ
ー
ド
ル
ィ
イ
の
娘
ノ
ヴ
ェ
ラ
・

マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
ヴ
ァ
（N

ovella M
atveeva

）
が
、
自
作
の
詩
と
歌
の
作
者
兼
歌
手
と
し
て
有
名
に
な
り 
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表
②

 
P
・

N
・

マ
ト

ヴ
ェ

ー
エ

フ
の

家
族

か
ら

出
た

詩
人

と
郷

土
研

究
者
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ま
す
。
V
・
マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
フ
の
息
子
I
・
エ
ラ
ー
ギ
ン
（Ivan

 E
lagin

）
は
、
定
評
の
あ
る
ロ
シ
ア

在
外
詩
人
で
、
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
在
住
の
エ
ラ
ー
ギ
ン
の
娘
で
あ
り
、
ニ
コ
ラ
イ
翁
の
孫
娘
エ
レ
ー
ナ

（E
len

a

）
も
面
白
い
詩
を
書
い
て
い
ま
す
。 

ヴ
ェ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
フ
と
言
う
人
物
は
、
興
味
深
い
性
格
で
し
た
。
D
・
ブ
ル
リ
ュ
ー

ク
の
「
創
造
」
（”T

vorch
estvo”

）
を
緒
に
始
ま
っ
た
詩
人
・
画
家
マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
フ
は
、
一
生
涯
に
わ

た
っ
て
様
々
な
ア
バ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。
一
九
一
八
年
に
、
彼
は
与
謝
野
夫
妻
の
東

京
の
自
宅
を
訪
問
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
訪
問
も
活
動
の
一
種
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
今
は
考
え
て
い
ま
す
。 

実
は
、
日
本
風
の
作
品
が
こ
の
訪
問
の
前
に
現
れ
て
い
ま
し
た
。
一
九
一
六
年
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で

初
出
し
、
さ
ら
に
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ッ
ド
（
旧
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
首
都
）
で
再
版
さ
れ
た
『
小
唄
』
と
い
う
詩
集

に
は
、
明
治
天
皇
の
短
歌
（
「
時
計
」”C

h
asy”

）
や
、
落
合
直
文
、
与
謝
野
鉄
幹
、
与
謝
野
晶
子
の
露
訳

さ
れ
た
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
訪
問
後
は
、
父
親
が
主
宰
す
る
雑
誌
『
極
東
の
自
然
と
人
物
』
に
、

与
謝
野
晶
子･

寛
の
翻
訳
の
ほ
か
、
自
作
の
短
歌
の
よ
う
なT

an
ka

と
俳
句
の
よ
う
なH

aiku

も
掲
載
し

ま
し
た
。
ロ
シ
ア
で
は
一
九
二
〇
年
代
ま
で
近
代
の
短
歌
と
俳
句
は
ま
だ
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

N
・
コ
ン
ラ
ド
、
A
・
グ
ル
ー
ス
キ
ナ
二
五

等
の
研
究
者
に
よ
る
論
文
と
翻
訳
は
す
で
に
準
備
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
当
時
現
れ
た
V
・
マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
フ
の
作
品
は
不
思
議
に
思
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
い
ま
す
。 

V
・
マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
フ
と
現
代
日
本
歌
人
の
印
象
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
五
年
に
出
版
さ
れ
た
評
論
を
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参
照
で
き
ま
す
が
、
彼
の
翻
訳
に
つ
い
て
一
言
述
べ
て
お
き
ま
す
。 

 

与
謝
野
晶
子
よ
り 

我
は
頭
を
手
に
も
た
れ
か
け
た
。
夢
だ
。
夢
で
春
を
見
て
い
る
。
ピ
ー
ン
と
張
り
す
ぎ
て
弦
が
切
れ

た
。･

･
･

あ
っ
！
こ
れ
は
鬢
の
一
つ
は
切
れ
た
。
二
六 

 V
・
マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
フ
が
使
っ
た
言
葉
の
中
に
は
、
「
う
た
た
寝
」
と
い
う
晶
子
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
な

い
し
、
晶
子
の
歌
か
ら
離
れ
た
春
の
思
い
が
現
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
、「
春
の
夜
の
夢
」
か
ら
「
夜
」
も

失
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
何
か
の
昼
後
の
眠
気
が
描
写
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
残
念
な
感
じ
が
し
ま
す
。
こ
れ

は
や
む
を
得
な
い
翻
訳
の
結
果
で
あ
る
と
納
得
で
き
ま
す
が
、
晶
子
の
実
感
を
少
し
残
し
て
い
る
の
は
、

う
た
た
寝
の
夢
見
心
地
か
ら
琴
の
音
で
現
実
へ
と
い
う
瞬
間
的
な
飛
躍
、
つ
ま
り
詩
人
の
内
部
生
活
を
電

光
石
火
の
速
さ
で
照
ら
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
フ
詩
人
も
短
い
歌
の
反
応
性
と
可
能
性
を

分
か
っ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

V
・
マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
フ
は
、
未
来
派
主
義
者
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
父
親
の
よ
う
に
日
本
風
の

作
品
を
作
り
ま
し
た
。
表
③
に
は
彼
の
『
小
唄
』
の
代
表
的
なT

an
k

a

が
あ
り
ま
す
が
、
左
に
似
て
い
る

T
an

ka

の
一
首
を
日
本
語
、
英
語
に
訳
し
て
み
ま
し
た
。 
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表③ ヴェネディクト・マトヴェーエフの Tanka  

この短歌は詩話会で作者に詠まれ、｢現代詩集｣という出版物に載せられた。

この短歌は詩話会で即詠され、｢現代詩集｣という出版物に載せられた（V.
マトヴェーエフの説明）。詩話会（シワカイ）という詩人会がどこでいつ行

われていたか、不明である。 
     『極東の自然と人々』1918 年 1，2 号
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桜
の
枝
を 

 
 

 
 

 
T

h
e bran

ch
 of saku

ra 

雀
が
不
注
意
に 

 
 

 
 

W
as trem

bled by a n
igh

tin
gale, 

 

撒
き
散
ら
し
た
！ 

 
 

 
O

h
, it’s so careless!  

枝
か
ら
わ
が
ま
ま
に 

 
 

 
 

It spilled from
 bran

ch
es 

 
白
い
花
弁
を
撒
き
落
と
し
た
！ 

 
W

h
ite petals on

 th
e grou

n
d.

二
七 

 
 

こ
の
詩
の
中
で
、
ロ
シ
ア
人
は
白
雪
も
描
写
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
雪
に
慣

れ
て
い
る
国
の
人
は
、
雪
に
様
々
な
色
彩
が
見
つ
け
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
一
九
一
八
年
に
自
作

さ
れ
たT

an
k

a

で
は
雪
は
少
し
だ
け
悲
し
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
自
然
の
不
定
生
は

理
解
し
や
す
い
で
し
ょ
う
。 

も
う
一
人
の
翻
訳
家
、M

ikh
ail

グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
も
近
代
短
歌
を
露
訳
し
ま
し
た
。
彼
の
翻
訳
作
品
に

は
、
芥
川
龍
之
介
『
蜘
蛛
の
糸
』
『
山
鴫
』
、
谷
崎
潤
一
郎
『
陰
翳
礼
讃
』
、
夏
目
漱
石
『
坊
ち
ゃ
ん
』
『
吾

輩
は
猫
で
あ
る
』
『
三
四
郎
』
『
門
』
等
が
あ
り
ま
す
。
非
常
に
綺
麗
な
ロ
シ
ア
語
で
書
か
れ
た
翻
訳
で
す

が
、
石
川
啄
木
の
短
歌
の
訳
を
見
て
、
が
っ
か
り
し
ま
し
た
。 
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石
川
啄
木
の
『
一
握
の
砂
』
よ
り 

東
海
の
小
島
の
磯
の
白
砂
に
／ 

わ
れ
泣
き
ぬ
れ
て
／ 

蟹
と
た
は
む
れ 

 У
 В
осточн

ого м
оря, 

 
 
 
 

U
 V

ostoch
n

ogo m
orya, 

Н
а ярки

х п
есках 

 
N

a yarkikh
 peskakh

 

И
граю

 с крабом
 

 
Igrayu

 s krabom
 

Я
 в сл

езах .

二
八 

 
Ya v slezakh

. 

 

M
ikh

ail

グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
は
、
歌
人
が
わ
ざ
と
書
い
た
三
行
詩
を
四
行
詩
に
変
え
て
、
韻
律
を
入
れ
ま

し
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
歌
の
構
想
を
破
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
近
代
短
歌
の
翻
訳
に
は
い
ろ
い
ろ
な
方

法
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
も
こ
の
特
殊
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
、
三
行
詩
の
形
の
翻
訳
問
題
は
ま
だ
解
決
で
き
て

い
な
い
そ
う
で
す
。
ロ
シ
ア
の
読
者
は
い
つ
も
詩
に
リ
ズ
ム
を
期
待
し
ま
す
の
で
、
亡
命
人
の
グ
リ
ゴ
リ

エ
フ
は
、
ロ
シ
ア
語
に
憧
れ
て
伝
統
的
な
弱
強
格
（iam

bu
s

）
に
訴
え
て
、
啄
木
の
歌
を
訳
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
彼
の
翻
訳
家
・
編
集
者
と
し
て
の
活
動
は
、
ロ
シ
ア
で
は
ま
だ
ま
だ
評
価
さ
れ
て
い
な
い
と
思

い
ま
す
。 
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結
論 

二
〇
世
紀
の
前
半
に
生
き
た
ロ
シ
ア
亡
命
人
の
生
活
苦
、
成
否
が
走
馬
燈
の
よ
う
に
疾
走
し
ま
し
た
が
、

本
発
表
で
は
、
幾
人
か
の
生
涯
と
作
品
に
限
っ
て
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
彼
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
情
で
日
本
に
い
た
人
た
ち
で
す
が
、
日
露
文
化
交
流
が
彼
ら
の
活
動
に
よ
っ
て
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
に
ま

で
上
が
っ
た
こ
と
は
疑
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

K
・
バ
リ
モ
ン
ト
、
D
・
ブ
ル
リ
ュ
ー
ク
は
、
世
界
に
通
用
す
る
人
物
だ
ろ
う
、
と
信
じ
て
い
ま
す
。

彼
ら
の
作
品
（
絵
、
詩
、
紀
行
文
等
）
は
世
界
史
上
価
値
が
あ
り
ま
す
の
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
文
化
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。
未
だ
知
ら
れ
ざ
る
翻
訳
家
M
・
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
も
チ
タ
と
い
う
小
さ
い
町
の
出
身
で
す
が
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
領
域
で
活
躍
し
た
優
れ
た
人
物
で
し
た
。 

一
方
、
ニ
コ
ラ
イ
と
ヴ
ェ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
フ
の
人
生
が
、
ロ
シ
ア
と
日
本
だ
け
で
は
な

く
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
と
日
本
の
東
京
（
一
九
一
八
年
に
与
謝
野
夫
妻
の
自
宅
が
あ
っ
た
麹
町
）
、
関
西
の

神
戸
、
大
阪
、
さ
ら
に
マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
フ
翁
が
永
眠
さ
れ
た
町
を
親
し
く
結
ん
だ
の
は
信
じ
が
た
い
事
実

で
す
。
こ
れ
は
、
「
グ
ロ
ー
カ
ル
」
の
文
化
と
連
想
さ
せ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。 

実
は
、
亡
命
ロ
シ
ア
人
は
も
っ
と
も
っ
と
多
く
の
作
品
と
回
想
文
を
残
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
短
い
発

表
で
は
す
べ
て
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
未
定
資
料
が
新
研
究
者
を
待
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
手
に
入
る
も
の
を
高
く
評
価
し
た
い
で
す
。
偉
大
な
ロ
シ
ア
文
学
で
は
な
く
て
、
少
し
生
噛
り
の
と
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こ
ろ
も
あ
る
作
品
群
で
す
が
、
当
時
の
日
本
学
の
状
況
、
翻
訳
の
発
展
を
振
り
返
る
と
、
紹
介
し
た
作
品

に
は
、
近
代
日
本
の
い
ろ
い
ろ
な
面
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
近
代
の
日
本
人
が
現
代
日
本
人
と

ど
の
よ
う
に
違
っ
て
い
る
の
か
も
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
の
特
徴
を
外
国

語
の
翻
訳
で
残
す
こ
と
が
で
き
る
か
で
き
な
い
か
は
、
未
来
の
仕
事
に
か
か
っ
て
な
っ
て
い
ま
す
。 

二
〇
一
〇
年
一
〇
月
に
我
が
大
学
、
か
つ
て
の
東
洋
学
院
を
前
身
と
す
る
、
極
東
国
立
総
合
大
学
は
よ

り
高
い
レ
ベ
ル
に
上
が
り
、
極
東
連
邦
大
学
と
な
り
ま
し
た
。
二
〇
一
三
年
に
ア
ジ
ア
太
平
洋
領
域
サ
ミ

ッ
ト
が
行
わ
れ
た
後
は
、
大
学
施
設
は
新
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
我
が
大
学
の
教

員
と
学
生
は
未
来
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
る
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。 
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滞
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庫
、
平
凡
社
、
一
九
七
一
年
、
三
六
一
頁 

 

『
宮
古
方
言
ノ
ー
ト 

複
写
本
』
上
、
下
、
非
売
品
、
沖
縄
県
平
良
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
五
年
、

六
七
〇
頁* 

                                        

         

 
* 

生
田
美
智
子
編
『
資
料
が
語
る
ネ
フ
ス
キ
ー
』
大
阪
外
国
語
大
学 

二
〇
〇
三
年
よ
り 
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コ
ン
ラ
ド
、
ニ
コ
ラ
イ
・
ヨ
シ
フ
ォ
ヴ
ィ
チ
（К

он
рад Н

и
кол

ай
 И

оси
ф
ови

ч

、
オ
リ
ョ
ー
ル
、
一

八
九
一
、
～
モ
ス
ク
ワ
、
一
九
七
〇
）
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
日
本
学
の
基
礎
を
基
づ
い
た
人
物
。
一
九
一
四

～
一
九
一
七
年
に
東
京
帝
国
大
学
に
留
学
。
一
九
二
七
年
に
再
来
日
。 

作
品 
メ
シ
ン
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
と
共
著
、
早
川
二
郎
訳
『
日
本
歴
史
』
叢
文
閣
、
一
九
三
四
年
、
一
四
四

頁 

 
«Б
ол
ьш

ой
 яп

он
ско-русски

й
 сл

оварь» п
од редакц

и
ей

 К
он
рада Н

.И
., 

『
大
和
露
辞

典
』
コ
ン
ラ
ド
N
・
I
・
編
、
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
、
東
洋
学
研
究
所
一
九
七
〇
年 

 
 ス

パ
ル
ヴ
ィ
ン
、
エ
ヴ
ゲ
ー
ニ
イ
・
ゲ
ン
リ
ホ
ヴ
ィ
チ(С

п
ал
ьви

н
 Е
вген

и
й

 Г
ен
ри
хови

ч, 

一
八
七

二
、
リ
ガ
近
郊
、
一
九
三
三
、
ハ
ル
ビ
ン)

、
日
本
学
者
。
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
大
学
東
洋
語
学
部
卒
業
。
ウ
ラ

ジ
オ
ス
ト
ク
の
東
洋
学
院
の
日
本
学
主
任
教
授
。
一
八
九
九
～
一
九
〇
〇
年
に
東
京
に
留
学
し
、
一
九
二

五
～
一
九
三
一
年
に
は
駐
日
ソ
連
全
権
代
表
部
通
訳
官
、
全
ソ
対
外
文
化
連
絡
協
会
代
表
を
つ
と
め
た
。 

作
品 

『
横
目
で
見
た
日
本
』
新
潮
社
、
一
九
三
一
年
、
四
六
二
頁 

 

メ
ン
ド
リ
ン
、
ヴ
ァ
シ
リ
ー
・
メ
レ
ン
チ
エ
ヴ
ィ
チ
（М

ен
дри

н
 В
аси

л
и
й

 М
ел
ен
тьеви

ч, 

一
八
六

六
、
エ
カ
テ
リ
ノ
ダ
ル
、
一
九
二
〇
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
）
、
軍
人
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
東
洋
学
学
院
の
教
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授
、W

. A
ston

『
日
本
文
学
の
歴
史
』
の
露
語
最
初
翻
訳
家
。
一
八
八
九
年
に
モ
ス
ク
ワ
士
官
学
校
を
卒

業
し
、
ザ
バ
イ
カ
ル
ス
キ
ー
軍
管
区
へ
転
勤
し
、
日
露
戦
争
の
現
場
に
も
出
た
。
一
九
〇
一
～
一
九
〇
六

年
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
東
洋
学
学
院
で
勉
強
し
、
一
九
〇
三
年
に
日
本
へ
研
修
に
訪
問
し
た
。
聖
教
大
主

教
ニ
コ
ラ
イ
聖
の
ご
助
言
で
頼
山
陽
の
『
日
本
外
史
』
の
翻
訳
に
か
け
た
。
そ
の
他
、
ロ
シ
ア
語
の
翻
訳

史
で
初
め
て
巌
谷
小
波
（
筆
名
の
漣
山
人
）
の
『
日
本
お
伽
噺
』
を
直
接
に
日
本
語
か
ら
翻
訳
し
、W

. A
ston

の
『
日
本
文
学
史
』
に
あ
っ
た
松
尾
芭
蕉
の
俳
句
を
百
句
位
英
語
か
ら
翻
訳
し
た
。 

翻
訳
作
品 

А
стон

 В
. Г

. И
стори

я яп
он
ской

 л
и
тературы

 / П
ер. сан

гл
. В

. М
ен
дри

н
а; 

П
од ред. Е

.С
п
ал
ьви

н
а. В

л
ади

восток, 1904. (И
звести

я В
осточн

ого и
н
сти

тута; 

Т
. 11-12). W

. A
ston

『
日
本
文
学
の
歴
史
』
V
・
M
・
メ
ン
ド
リ
ン
の
日
本
語
訳
、
解
釈
、
コ
メ

ン
ト
（
東
洋
学
学
院
紀
要 
第
11-

12
巻
）; С

адзан
ам

и
 С
ан
дзи

н
. Н

и
хон

 м
укаси

 бан
аси

. 

С
казан

и
я древн

ей
 Я
п
он
и
и

 / П
ер. с яп

. с п
ри
м

. и
 вст. статьей

 В
.М

. М
ен
дри

н
а. 

С
П
б., [1908]. 

漣
山
人
（
巌
谷
小
波
）『
日
本

に

ほ

ん

昔
話

む
か
し
ば
な
し

。
上
代
日
本
の
伝
説
』
V
・
M
・
メ
ン
ド
リ

ン
の
日
本
語
訳
、
解
釈
、
前
書
等 

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
、
一
九
〇
八
年; 

頼
山
陽
『
日
本
の

幕
府
史
』 

日
本
語
訳
、
解
釈
、
コ
メ
ン
ト 
V
・
M
・
メ
ン
ド
リ
ン 

第
１
～
６
巻
、
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ク
、
一
九
一
〇
～
一
九
一
五
年
（
東
洋
学
学
院
紀
要 

第
33
巻
２
号
、
第
36
巻
１
号; 

第
39
巻 

２
号; 

第
50
巻;

60
巻
）Рай Д

зио С
исей

、
ま
た
は
、Рай

 Д
зё. С

и
сэй

（
頼
襄
子
成
）. И

стори
я 
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си
огун

ата в Я
п
он
и
и

 / П
ер. с яп

. с п
ри
м

. и
 ком

м
. В

. М
. М

ен
дри

н
а. К

н
. 1-6. 

В
л
ади

восток, 1910-1915. (И
звести

я В
осточн

ого и
н
сти

тута; Т
. 33, вы

п
. 2; Т

. 36, 

вы
п

. 1; Т
. 39, вы

п
. 1; Т

. 39, вы
п

. 2; Т
. 50; Т

. 60). 
 

 

バ
リ
モ
ン
ト
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ン
・
デ
ィ
ミ
ト
リ
エ
ヴ
ィ
チ
（Б

ал
ьм

он
т 
К
он
стан

ти
н

 

Д
м
и
три

еви
ч, 

一
九
六
七
年
六
月
一
五
日
～
一
九
四
二
年
一
二
月
二
四
日
）
は
ロ
シ
ア
象
徴
主
義
の
詩

人
・
翻
訳
家
。
「
銀
の
時
代
」
を
代
表
す
る
文
人
の
一
人
で
あ
る
。 

ヴ
ラ
デ
ィ
ー
ミ
ル
の
貴
族
の
家
庭
に
生
れ
る
。
一
八
八
六
年
に
モ
ス
ク
ワ
大
学
に
入
学
す
る
が
、
翌
年
に

除
籍
さ
れ
る
。
一
八
九
〇
年
代
の
末
に
詩
作
に
入
り
、
一
九
〇
五
年
に
い
く
つ
か
の
詩
集
を
出
版
し
て
文

学
者
と
し
て
名
を
揚
げ
る
。
同
年
の
末
に
非
合
法
に
ロ
シ
ア
を
脱
し
て
パ
リ
に
行
き
、
精
力
的
に
旅
行
を

行
い
、
一
九
一
六
年
に
日
本
で
も
講
義
を
し
に
尋
ね
、
同
年
に
や
っ
と
モ
ス
ク
ワ
に
戻
っ
た
。
二
を
熱
狂

的
に
支
持
し
た
も
の
の
、
一
〇
月
革
命
に
は
反
対
し
、
ロ
シ
ア
を
去
っ
て
ド
イ
ツ
に
行
く
。
の
ち
一
九
二

〇
年
に
フ
ラ
ン
ス
に
亡
命
す
る
が
、
晩
年
の
二
〇
年
を
貧
困
の
う
ち
に
過
ご
し
た
。
一
九
四
二
年
の
暮
れ

に
パ
リ
郊
外
の
ノ
ワ
ジ
＝
ル
＝
グ
ラ
ン
に
て
死
去
。 

作
品 

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
バ
リ
モ
ン
ト
著; 

尾
瀬
敬
止
訳
、
『
日
本
を
歌
へ
る
』
、
露
西
亞
詩
集
誠
之

堂
書
店
、
一
九
二
三
年 
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ブ
ル
リ
ュ
ー
ク
、
ダ
ヴ
ィ
ト
・
ダ
ヴ
ィ
ド
ヴ
ィ
チ
（Б

урл
ю
к Д

ави
д Д

ави
дови

ч

、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

ハ
リ
コ
フ
、
一
八
八
二
年
七
月
二
一
日
～
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
一
九
六
七
年
一
月
一
五
日
）
は
、
ロ
シ
ア
未

来
派
の
画
家
。
ロ
シ
ア
未
来
派
の
中
心
人
物
の
一
人
で
、「
ロ
シ
ア
未
来
派
の
父
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
ロ
シ
ア
帝
国
の
ハ
リ
コ
フ
県
に
生
ま
れ
る
。
一
八
九
八
年
か
ら
一
九
〇
四
年
に
か
け
て
カ
ザ
ン
と
オ

デ
ッ
サ
の
美
術
学
校
に
通
い
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
王
立
ア
カ
デ
ミ
ー
、
パ
リ
の
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
ボ
ザ
ー
ル

に
留
学
し
た
。
一
九
一
〇
年
代
は
、
モ
ス
ク
ワ
を
中
心
に
活
躍
。
一
九
一
八
年
に
は
、
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・

マ
ヤ
コ
フ
ス
キ
ー
、
ヴ
ァ
シ
ー
リ
ー
・
カ
メ
ン
ス
キ
ー
と
と
も
に
「
未
来
派
新
聞
（
未
来
主
義
者
新
聞
）
」

を
一
号
の
み
刊
行
。
一
九
一
七
年
ま
で
ウ
ラ
ル
地
方
に
居
住
し
て
い
た
が
、
ロ
シ
ア
革
命
の
勃
発
に
伴
い

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
転
居
。
一
九
二
〇
年
に
来
日
。
同
年
一
〇
月
に
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
パ
リ
モ
フ
と

と
も
に
、「
日
本
に
於
け
る
最
初
の
ロ
シ
ア
画
展
」
を
開
催
（
東
京
京
橋
・
星
製
薬
株
式
会
社
。
五
〇
〇
点

出
品
）
一
九
二
一
年
、
木
下
秀
一
郎
と
未
来
派
の
講
演
会
を
開
催
（
名
古
屋
）
。
同
年
、
第
二
回
未
来
派
美

術
協
会
展
に
も
出
品
。
翌
年
、
渡
米
し
た
。
一
九
六
七
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
没
。 

作
品 

D
・
ブ
ル
リ
ュ
ー
ク
、
木
下
秀
（
一
郎
）
と
共
著
『
未
来
派
と
は
？
答
へ
る
』
近
代
文
芸
評
論
叢

書
15
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
〇
年; 
D
・
ブ
ル
リ
ュ
ー
ク
、
鈴
木
明
訳
『
小
笠
原
に
て

記
す
』
私
家
版
、
二
〇
〇
一
年; 

D
・
ブ
ル
リ
ュ
ー
クВ

осхож
ден

и
е н

а Ф
удзи

-сан
.  И

з 

ж
и
зн
и

 
соврем

ен
н
ой

 
Я
п
он
и
и

. 
И
здател

ьство 
М
ари

и
 
Н
и
ки
ф
оровн

ы
 
Б
урл

ю
к, 



44 

Н
ью

-Й
орк, 1926.

『
富
士
登
山 

現
代
日
本
の
暮
ら
し
』
私
家
版
、
二
〇
〇
五
年 

 
 

マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
フ
、
ニ
コ
ラ
イ
・
ペ
ト
ロ
ヴ
ィ
チ
（М

атвеев Н
и
кол

ай
 П
етрови

ч

、1866

～1941

）
、

同
時
代
人
に
は
ニ
コ
ラ
イ
・
ア
ム
ー
ル
ス
キ
ー
（N
ikolayA

m
u

rskiy

）
の
筆
名
の
方
が
よ
り
有
名
で
あ

る
。
日
本
で
、
函
館
の
政
教
宣
教
師
団
に
勤
務
し
て
い
た
准
医
師
に
生
ま
れ
た
。
幼
く
し
て
親
を
失
い
、

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
港
の
修
理
工
場
付
属
二
年
制
学
校
で
、
労
働
者
の
職
を
得
た
。
鋳
造
業
の
型
工
と
し
て

の
専
門
性
が
、
後
に
な
っ
て
彼
が
自
分
の
印
刷
所
を
開
く
際
に
役
立
っ
た
。 

一
八
九
六
年
に
、
マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
フ
は
、『
過
ぎ
し
昔
の
ウ
ス
リ
ー
・
タ
イ
ガ
か
ら
』
と
、
続
い
て
『
ウ
ス

リ
ー
物
語
』
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
の
著
者
を
出
版
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
著
作
は
、
I
・
D
・
ス
イ
チ
ン

（I.D
.S

ytin

）
の
出
版
社
に
よ
っ
て
モ
ス
ク
ワ
で
再
版
さ
れ
て
後
、
全
ロ
シ
ア
的
に
有
名
に
な
っ
た
。
二

〇
世
紀
初
め
に
は
マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
フ
は
、
大
衆
た
め
の
図
書
シ
リ
ー
ズ
「
多
目
的
文
庫
」
の
出
版
を
始
め

た
。
一
九
一
〇
年
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
開
基
五
〇
周
年
に
向
け
て
、
マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
フ
は
、『
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ク
市
小
史
』
を
出
版
し
た
。 

一
九
一
七
年
、
マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
フ
は
、
極
東
最
初
の
社
会
・
政
治
及
び
文
学
・
芸
術
雑
誌
『
極
東
の
自
然

と
人
々
』
を
創
刊
し
、
そ
れ
は
一
九
一
九
年
ま
で
刊
行
さ
れ
た
。
マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
フ
は
、
新
聞”D

alyok
aya 

O
krain

a”

（
『
境
に
て
』
）
を
編
集
し
て
い
た
が
、
社
会
主
義
者
に
関
係
す
る
文
書
の
発
表
後
、
検
挙
さ
れ
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迫
害
を
受
け
た
。
彼
の
雑
誌
は
新
聞
同
様
に
発
禁
処
分
を
受
け
、
作
家
自
身
は
監
獄
で
数
ヶ
月
間
過
ご
し

た
。
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
の
反
革
命
体
制
時
代
、
マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
フ
は
秘
密
警
察
の
監
視
下
に
お
か
れ
た
。
一

九
一
八
年
に
彼
は
日
本
へ
脱
出
し
、
晩
年
亡
命
し
て
い
た
。
大
阪
、
神
戸
で
ロ
シ
ア
語
書
籍
の
印
刷
・
出

版
・
販
売
業
を
営
ん
だ
。
一
九
四
一
年
に
神
戸
で
亡
く
な
り
、
神
戸
外
国
人
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
た
。 

主
な
作
品 

К
раткая и

стори
я города В

л
ади

востока. В
л
ади

восток, 1910. 

平
井
繁
訳
『
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
小
史
』
私
家
版
、
静
岡
県
下
田
市
、
一
九
九
四
年
、
一
一
四
頁 

中
村
星
湖
訳 

『
ア
ム
ー
ル
ス
キ
ー
詩
集
』
太
田
覚
眠
発
行
、
一
九
一
〇
年
、
二
一
二
頁 

К
ратки

й
 русско-яп

он
ски

й
 сл

оварь. О
сака, кн

и
гои

здател
ьство «М

и
р», 1923, 10 м

ая. 

（
『
簡
易
露
和
辞
典
』
大
阪
、
「
ミ
ー
ル
」
出
版
所
、
一
九
二
三
年
五
月
一
〇
日
沢
田
和
彦
氏
に
よ
る

と
、
こ
の
「
ミ
ー
ル
」
出
版
所
は
、
マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
フ
が
一
九
一
九
年
に
大
阪
市
北
区
曾
根
崎
上
に

つ
く
っ
た
も
の
で
あ
る
。
） 

翻
訳
作
品 

『
東
洋
に
て
』
一
九
三
五
年 («Н

аВ
остоке», 1935

） 

 

マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
フ
、
ゾ
チ
ッ
ク
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ(М

атвеев З
оти

к Н
и
кол

аеви
ч,

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト

ク
、
一
八
八
九
～
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
、
一
九
三
九)

、
郷
土
研
究
者
、
司
書
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
マ
ト
ヴ

ェ
ー
エ
フ
、
ニ
コ
ラ
イ
の
長
男
。
一
九
一
二
～
一
九
一
六
年
に
東
洋
学
学
院
で
勉
強
し
、
卒
業
後
大
学
の
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図
書
館
係
長
と
な
っ
た
同
時
に
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
新
聞
、
雑
誌
に
記
事
、
資
料
を
載
せ
た
。
一
九
三

七
年
に
「
日
本
ス
パ
イ
」
と
し
て
逮
捕
、
銃
殺
さ
れ
た
。 

 
マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
フ
、
ニ
コ
ラ
イ
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ(М

атвеев Н
и
кол

ай
 Н
и
кол

аеви
ч, 

著
名

М
атвеев-Б

одры
й

; 

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
一
八
九
一
、-

デ
ッ
ト
ソ
コ
エ
・
セ
ロ
ー
（
現
在
プ
ー
シ
キ
ン
市
）
、

一
九
七
九)

、
詩
人
、
作
家
、
地
理
学
研
究
者
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
郷
土
研
究
者
。
ロ
シ
ア
の
有
名
な
詩

人
、
マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
ヴ
ァ
・
ノ
ヴ
ェ
ッ
ラ
の
父
親
。 

作
品 

«П
оэт-п

арти
зан

 К
он
стан

ти
н

 Р
осл

ы
й

». В
л
ади

восток, 1926.

『
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・

ロ
ス
リ
ー
、
詩
人
、
ゲ
リ
ラ
』
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
、
一
九
二
六 

 
«Р
усская девочка и

 яп
он
ская п

оэтесса». Д
аты

 н
ап
и
сан

и
я н

еи
звестн

ы
. 

Х
абаровски

й
 краевой

 краеведчески
й

 м
узей

 и
м

. Г
родекова, ф

он
д 10, оп

и
сь 285.

「
ロ
シ
ア
の
女
の
子
と
日
本
の
女
子
詩
人
」
、
初
発
未
定
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
国
立
郷
土
博
物
館
の
N
・

マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
フ
の
資
料
館
、
資
料
蔵
10
、
記
録
285
。 

 

マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
フ
、
ヴ
ェ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ(М

атвеев В
ен
еди

кт Н
и
кол

аеви
ч, 

著

名 «М
арт» 

（
マ
ル
ト
、
ロ
シ
ア
語
で
「
三
月
」
）
、
未
来
主
義
者
、
詩
人
、
翻
訳
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
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一
九
一
六
年
に
第
一
次
世
界
戦
争
の
現
場
で
負
傷
し
、
回
復
し
た
後
、
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ッ
ド
（
旧
ペ
テ
ル
ブ

ル
グ
市
）
で
自
作
の
詩
集
『
小
唄
』
を
出
版
し
た
。
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で
活
躍
し
た
未
来
派
の
文
芸
会
「
創

造
」
の
会
員
、
一
九
一
八
年
に
訪
日
し
、
東
京
に
通
訳
者
の
金
田
常
三
郎
と
と
も
に
与
謝
野
夫
妻
の
自
宅

を
訪
問
し
た
。
こ
の
訪
問
に
基
づ
い
て
、
『
極
東
の
自
然
と
人
々
』
と
い
う
雑
誌
に
「
現
代
日
本
の
詩
人
」

を
載
せ
た
。
一
九
一
九
～
一
九
二
六
年
に
中
国
の
ハ
ル
ビ
ン
に
亡
命
し
た
が
、
帰
国
し
た
。
モ
ス
ク
ワ
、

キ
エ
フ
で
活
躍
し
た
。
一
九
三
七
年
に
「
日
本
の
ス
パ
イ
」
と
し
て
逮
捕
、
銃
殺
さ
れ
た
。 

作
品 

«П
есен

ц
ы

». П
етроград , 1916.

『
小
唄
』
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ッ
ド
（
旧
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
）
、
一
九

一
六
年; «Ч

ерн
ы
й

 Д
ом

», «П
есен

ц
ы

». В
л
ади

восток, Ч
и
та, 1917.

（
『
黒
い
家
』
、『
小
唄
』

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
、
チ
タ
、
「
境
に
て
」
出
版
社
、
一
九
一
七
年
） 

 
 

マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
フ
、
ザ
ン
ギ
ヴ
ィ
リ
ド
・
ヴ
ェ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ヴ
ィ
チ(М

атвеев 
З
ан
гви

л
ьд 

В
ен
еди

ктови
ч, 

著
名И

ван
 Е
л
аги

н
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
、
一
九
一
八
～
ピ
ッ
ト
ス
ブ
ル
グ
、
一
九

八
七)

、
ロ
シ
ア
の
亡
命
詩
人
、
ピ
ッ
ト
ス
ブ
ル
グ
大
学
の
教
授
。
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
生
ま
れ
、
両
親
と

と
も
に
中
国
、
ソ
ビ
エ
ト
ロ
シ
ア
の
モ
ス
ク
ワ
、
キ
エ
フ
へ
移
住
し
、
父
マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
フ
・
ヴ
ェ
ネ
デ

ィ
ク
ト
の
逮
捕
の
後
で
浮
浪
者
と
な
っ
て
い
た
が
、
第
二
次
世
界
戦
争
前
で
医
学
学
校
に
入
学
し
た
。
戦

争
の
時
に
妻
ア
ル
ヌ
ス
テ
イ
・
オ
リ
ガ
と
ド
イ
ツ
に
移
住
し
、
戦
争
後
ア
メ
リ
カ
で
亡
命
し
た
。
ピ
ッ
ト
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ス
ブ
ル
グ
大
学
を
卒
業
し
、
文
学
博
士
学
位
を
獲
得
し
た
。
一
生
涯
ロ
シ
ア
語
で
詩
を
作
っ
た
り
、
英
語

の
翻
訳
を
し
た
り
し
た
。S

teven
 V

in
cen

t B
en

e “T
h

e body of Joh
n

 B
row

n
”

の
翻
訳
の
お
か
げ
で

ア
メ
リ
カ
の
読
者
の
中
で
好
評
を
得
て
い
た
。 

作
品 

S
teven

 V
in

cen
t B

en
e “T

h
e body of Joh

n
 B

row
n

”

の
翻
訳
。 

 

グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
、
ミ
ハ
イ
ル
・
ペ
ト
ロ
ー
ヴ
ィ
チ (Г

ри
горьев М

и
хаи

л
 П
етрови

ч, 

ザ
カ
ス
ピ
州
ネ

ル
ヴ
、
一
八
九
九
～
大
連
、
一
九
四
三)

、
日
本
学
者
、
翻
訳
家
。
チ
タ
陸
軍
士
官
学
校
で
日
本
語
を
学
び

始
め
、
日
本
陸
軍
特
務
機
関
付
と
な
っ
て
日
本
語
研
修
の
た
め
一
九
二
〇
年
に
日
本
に
派
遣
さ
れ
た
。
東

京
に
居
住
し
、
日
本
女
性
・
荒
川
綾
（
詩
人
・
川
路
柳
虹
の
妹
）
と
結
婚
。
一
九
二
一
～
一
九
三
〇
年
に

は
日
本
陸
軍
参
謀
本
部
で
ロ
シ
ア
語
を
教
え
た
。『
東
洋
に
て
：
東
洋
諸
民
族
の
文
化
の
諸
問
題
を
論
ず
る

不
定
期
の
叢
書
』（
一
九
三
五
年
）
の
編
集
者
。
一
九
三
九
年
に
ハ
ル
ビ
ン
の
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
に
就

職
し
、
同
社
の
雑
誌
『
東
方
評
論
』
に
川
端
康
成
、
谷
崎
潤
一
郎
、
志
賀
直
哉
な
ど
数
多
く
の
日
本
文
学

作
品
の
ロ
シ
ア
語
訳
を
発
表
し
た
。 

作
品 

M
・
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
「
翻
訳
家
の
苦
心
」
『
月
刊
ロ
シ
ア
』(“M

on
th

ly R
u

ssia”, 1936). 

[

東
洋
に
て 

東
洋
諸
民
族
の
文
化
の
諸
問
題
を
論
ず
る
不
定
期
の
叢
書]

東
京
、
大
衆
堂
書
店
、
一
九
三

五
、
M
・
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
編 
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翻
訳
作
品
『
東
洋
に
て
』
一
九
三
五
年 («Н

а В
остоке», 1935

）
：
石
川
啄
木
の
詩
（
『
あ
こ
が
れ
』
の

「
マ
カ
ロ
フ
提
督
追
悼
の
詩
」
）
と
短
歌
（
『
一
握
の
砂
』
よ
り
）
、
芥
川
龍
之
介
『
蜘
蛛
の
糸
』
、『
山

鴫
』
谷
崎
潤
一
郎
『
陰
翳
礼
讃
』; 

夏
目
漱
石
『
坊
ち
ゃ
ん
』
、『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
、『
三
四
郎
』
、

『
門
』 

 

左
近
毅 
「
ミ
ハ
イ
ル
・
ペ
ト
ロ
ヴ
ィ
チ
・
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
。
北
か
ら
の
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
」

再
論
『S

ever
』
二
〇
〇
二
年
一
二
月 
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注                                         
 

一 

岡
井
隆
、
『
ネ
フ
ス
キ
イ
』
（ 

二
〇
〇
六
）
よ
り
三
七
九
～
三
八
〇
頁 

二 
藤
本
和
貴
夫
、
二
〇
〇
二
年 

三 

同
右 

四 

同
右 

五 

A
・
デ
ィ
ボ
フ
ス
キ
ー
、
「
極
東
ロ
シ
ア
に
お
け
る
日
本
研
究
と
日
本
語
教
育
の
行
方
―
東
洋
学
院
（1899-1920

）
の

日
本
学
を
中
心
に
―
」 

六 

E
・
ス
パ
ル
ヴ
ィ
ン
、
『
横
目
で
見
た
日
本
』
二
六
五
～
二
六
六
頁 

七 

A
・
デ
ィ
ボ
フ
ス
キ
ー
、
同
右 

八 

藤
本
和
貴
夫
、
同
右 

九 

同
右 

一
〇 

ベ
リ
ア
エ
バ
、
一
一
四
頁 

一
一 E

rnest F
rancisco F

enollosa

（
一
八
五
三
～
一
九
〇
八
）
、
ア
メ
リ
カ
の
東
洋
美
術
の
研
究
者
・
哲
学
者
。E

zra W
eston 

L
oom

is P
ound

（
一
八
八
五
～
一
九
七
二
）
、
詩
人
・
音
楽
家
・
批
評
家
。
エ
ズ
ラ
・
パ
ウ
ン
ド
「
エ
ズ
ラ
・
パ
ウ
ン
ド

序
文
―
一
九
一
八
年
―
」
『
詩
の
媒
体
と
し
て
の
漢
字
考
』
一
頁 

一
二 

ベ
リ
ア
エ
バ
、
一
四
四
～
一
五
五
頁 
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一
三 

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
バ
リ
モ
ン
ト; 

尾
瀬
敬
止
訳
、
『
日
本
を
歌
へ
る
』
七
頁 

一
四 А

задовский К
.М

., Д
ьяконова E

. M
. Б
альм

онт и Я
пония

（
ア
ザ
ド
フ
ス
キ
ー
K.,

デ
ャ
コ
ノ
ヴ
ァ
E., 

『
象
徴
主

義
の
詩
人
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
バ
リ
モ
ン
ト
と
日
本
』
、
一
九
九
一
年
）
一
〇
三
頁 

一
五 

同
右
、
二
五
～
二
六
頁 

一
六 

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
バ
リ
モ
ン
ト; 

尾
瀬
敬
止
訳
、
『
日
本
を
歌
へ
る
』
一
四
六
頁 

一
七 

井
関
正
照
、『
未
来
派 

イ
タ
リ
ア
・
ロ
シ
ア
・
日
本
』
三
五
九
頁
、
さ
ら
に
、『
極
東
ロ
シ
ア
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム 

1918-1928

」

展
』
一
八
六
～
一
九
三
頁 

一
八 

同
右
、
一
九
八
頁 

一
九

『
「
極
東
ロ
シ
ア
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム 

1918-1928

」
展
』
二
三
七
頁 

二
〇 

D
・
ブ
ル
リ
ュ
ー
ク
、
『
未
来
派
と
は
？
答
へ
る
』
（
木
下
秀
（
一
郎
）
と
共
著
）
九
頁 

二
一 

D
・
『
富
士
登
山 

現
代
日
本
の
暮
ら
し
』
五
頁 

二
二 Е

вдаев Н
. Д

авид Бурлю
к в А

м
ерике: м

атериалы
 к биограф

ии

（
N
・
エ
ヴ
ダ
エ
フ
『
ア
メ
リ
カ
に
生
き
た
ダ
ビ

ッ
ド
・
ブ
ル
リ
ュ
ー
ク 

伝
説
に
関
す
る
資
料
』
）
三
九
六
頁 

二
三 

同
右
、
四
〇
一
～
四
〇
二
頁  

二
四

『
東
洋
に
て
』
一
九
三
五
年
、
五
二
～
五
四
頁 

二
五 

グ
ル
ー
ス
キ
ナ
、A

n
n

a

（
一
九
〇
四
～
一
九
九
四
）
一
九
二
〇
年
代
に
日
本
に
留
学
し
た
『
万
葉
集
』
の
露
訳
家
。 
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二
六 

V
・
マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
フ
、
「
現
代
日
本
詩
人
」
『
極
東
の
自
然
と
人
々
』
一
九
一
八
年 

１
号
。『
み
だ
れ
髪
』
の
第
三

七
首
の
翻
訳
（
「
た
ま
く
ら
に
髪
の
ひ
と
す
ぢ
き
れ
し
音
を
小
琴
と
聞
き
し
春
の
夜
の
夢
」
）
。 

二
七 
V
・
マ
ト
ヴ
ェ
ー
エ
フ
、
「Т

анка

（
短
歌
）
」
『
極
東
の
自
然
と
人
々
』
、
一
九
一
八
年 

１
・
２
号
。 

 

二
八 

小
川
亭
作
「
啄
木
の
露
訳
に
つ
い
て
」
『
月
刊
ロ
シ
ア
』
、
一
九
三
六
年
、
一
一
月
、
八
三
頁  



発表を終えて

最近、グローバル文化と「グローカル」文化の共通点に関する様々な研究プ

ロジェクトが動き始めましたが、アジア太平洋領域にも、特に極東ロシアまで

トランスナショナリズム、トランスナショナルな文学が少しずつ入り始めまし

た。ロシア国籍である私は、自分のアイデンティティーについてよく考えたほ

うがいい、と自分自身に言いたいです。そのために、5年前に在日ロシア人研

究会の例会に出席できましたし、他の研究者とともに、日本に長い間住んでい

る亡命人と意見交換をすることができました。今年一年は国際日本文化研究セ

ンターで、1920～30年代に日本と中国で暮らしていた亡命ロシア人の作品に

ついて考えていました。このプロジェクトは、普通行っている文学評論よりも

もっと人間的な付き合いに近づいていくことも分かりました。今年一年間いろ

いろと教えていただきました日文研の教授（特に、指導者の劉建輝先生、隣の

研究室と隣国の代表者、呉京煥先生、セミナーと研究会のリーダーでいらっし

ゃる鈴木貞美、稲賀繁美先生たち）、研究員、研究協力部の皆さん、大学院生

のおかげで、私の研究はある程度進んだと信じています。

在日ロシア人の研究者も、いつも私の勉強を応援してくれています。ロシア

の図書館、資料館が日本へのサービスまで展開していないという残念な事実は

認めますが、今回、早稲田大学（E. SchteinとA. Vannovskyのコレクション）

と北海道大学スラブ研究センターの図書館で古書と珍しい書類が拝読できたの

は、読書に夢中になっている私には思いがけないことでした。

近代短歌の専門家にも心から感謝の意を表させていただきたいと思います。

今年の研究は短歌そのものから離れていたので、5年前にご指導いただいた上

田博、古澤夕起子先生たちに短歌会に誘っていただきまして、非常にうれしい

ことでした。もう10年ぐらいのお付き合いになる大阪・堺市の与謝野晶子倶

楽部の皆さんともまたこの一年ご一緒することができ、ウラジオストクの与謝

野晶子記念文学会の活動にも役立つと思います。さらに、去年11月20日に好

きな歌人たち、与謝野寛と晶子のお嬢さんである森藤子さんと直接お目にかか

ることもできました。すべての夢が現実となっていると

言えますが、研究者の責任がより重くなって、より意義

深くなっていると理解しています。
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